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巻頭言 

 

相談支援研究開発センターの設立目的は、独立したセンター

として一体化し、多様な全構成員に対する相談支援を実施する

というものでした。しかし、人員やスペースは変わらないどこ

ろか、時限後のポジションがないという不安定な状態の教員が

数名おり、事務体制も特定の職員に過剰な負担を強いている状

態でした。幸か不幸か未曾有の COVID-19 への対応を話し合うこ

とでセンター内の連帯が深まりました。定期的な相談支援研究・

実践研究開発報告会や学生支援エキスパートコンセンサス事例

研究が始まり、お互いの研究や業務内容を知り、相談支援の向上にも繋がっています。コロ

ナ禍で先行きが見えずキャンパスへの入構が制限される中で、オンライン相談への移行がス

ムーズにできたのは、センターの教職員が一丸となって努力した賜物です。また、本部との

交渉で不安定だった教員のポジションが恒久化され、学生相談支援課の職員も増員されまし

た。2020 年 6 月に実施された予算ヒアリングで当センターが提案した「構成員の多様なニ

ーズに柔軟に対応できる相談支援システムの開発」と教員採用可能数再配分の申請は高く評

価され、2021 年度に総合窓口を開設する運びとなりました。従来は 1 対 1 の相談体制でし

たが、集団での相談支援や先進的なプログラムも取り入れていくことができます。ただ、こ

れらの体制はセンター発足時に達成しておくべきことであり、やっとスタートラインに立て

たという状態です。まだまだセンターの足腰は強くないので、これからも全センター員が頑

張っていく必要があります。 

コロナ禍がなかなか収束しない中で、ストレスを感じている構成員が多く、例年は年度末

に体調不良を訴える学生が多いということで、2-3 月にオンラインエクササイズを実施しま

した。大変好評で、事前の啓発活動の重要性を再認識しました。従来は相談者が相談に来る

のを待つことが中心でしたが、これからは、FD・SD やストレスマネジメントの周知などのア

ウトリーチ活動を積極的に展開していきます。ピアサポートルームの活動にもその視点を取

り入れていきます。相談支援研究開発センターは藤井総長が重点施策としているダイバーシ

ティ＆インクルージョンを推進し、安心安全なキャンパスの構築に貢献していきたいと考え

ていますので、よろしくご支援の程をお願い申し上げます。 

 

相談支援研究開発センター 

センター長 松木則夫 
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2020 年度将来像 

 

 

 

相談支援研究開発センターの新しいミッションは，多様な社会文化的・経済的背景，言語，ジ

ェンダー，心身の障害など，様々な個性を有する大学構成員に対し，その背景とニーズに最も

適し，かつ各人の個性を尊重したオーダーメイドの相談支援システムを新たに開発すること，

また相談員がどのキャンパスあるいは在宅勤務中でも，他キャンパスや在宅からの相談を受け

られる ICT 活用による支援・連携の拡充である。勿論各相談員の相談支援能力の更なる向上

や，新しい支援方法，心理教育のコンテンツの充実についても引き続き注力してゆく。 

 

1. 多様性を尊重した新しいオーダーメイドシステムの開発 

充実した相談支援のため，東京大学では当センターを中心に様々な専門性を備えた相談支援担

当教職員が複数の施設に配置されている。一方，相談支援を求める大学構成員の背景とニーズ

も多様であり，相談支援の効果を高めるには各員の背景・ニーズにあった専門家・施設の選択

が必要であり，そのためには最適の専門家・施設を紹介・助言できる総合窓口の充実が必要で

ある。これまで当センターでは，心理士，精神科医等の専門家は予約枠を遙かに超える日々の

相談業務に手一杯で，総合窓口業務に携る余裕がなく，事務職員のみにその役割を委ねざるを

得ない状況が続いてきた。この状況を抜本的に改善し，総合窓口の機能を飛躍的に発展させる
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ため，相談支援経験に富み，かつ学内の相談施設の状況に精通した心理士，精神科医等の専門

職コーディネータを配置し，各利用者に最も適したサービスを提供してゆく。 

 

コーディネータは，1)利用者の多様な背景とニーズを詳細に評価した上で心理士，精神科医，

大学職員，その他専門職から最適の組み合わせを考え，多職種での協働支援をコーディネート

する。また，2)多様なオーダーメイド支援で必要とされる様々な資材・教材の開発を進める。

同時に，3)利用者目線でこれらの効果的支援をサポートする総合相談窓口の確立を進める。本

事業の推進には，相談支援と資材・教材開発の知識・経験が豊富で，国内外の相談支援の学術

情報に精通した教員の存在が不可欠である。本センターの利用規模=延べ 2 万人以上/年を十分

に生かした，国内外ともに先例のない取り組みであり，世界中の大学における相談支援サービ

スの新たな発展に大きく寄与すると考えられる。 

 

2. ICT 活用による支援・連携の拡充 

相談支援は 3 主要キャンパスをはじめ本学全体をカバーする必要がある。しかし全キャンパ

ス・施設に毎日，様々な専門家を配置することは現状では不可能である。この状況を改善する

には，コーディネータや相談員がどのキャンパスにいても，他キャンパスや在宅からの相談を

受けられる online 相談システムの構築が必要である。またそれによって，複数の専門家が協

働で各利用者を支援すること**，相談施設を訪れるのが困難な構成員への支援も可能となる(**

本センターには固有の建物がなく，3 主要キャンパスとも，専門家・相談施設が複数の建物に

分かれて業務を行っているのが現状である)。また ICT 活用による支援システムの構築によ

り，時間のかかる手紙のやり取りや，情報の守秘が確保しにくいメールを用いずに，専門家同

士の情報共有を行うことも可能となる。なお，この ICT 活用による支援システムには，医療機

関の遠隔診療で用いるような，セキュリティが確保されたシステムや，本事業の技術面，特に

前述の支援ツール開発や ICT 活用の技術面について，守秘性の高い個人情報を扱う業務を担う

人材が求められる。 

 

構成員の多様性に対応しその力を引き出す相談支援は，国際的にもユニークで，国内では初の

試みである。この実現により，国内外の大学の注目を集め，本学の大学運営に関する評価を大

きく高める可能性がある。また，多様な支援実現に向けて行う相談支援メニュー拡充は，現在

の様な感染症拡大や，将来発生が確実視される震災等，非常事態での支援実施を考慮して行う

ため，大学の非常時への対応にも役立つ可能性が高い。 

 

東京大学は世界に誇る我が国の旗艦大学であり，学生教育や学術研究では極めて高い質が要求

されている。多様な構成員が，それぞれの能力を豊かに伸ばし発揮してゆくために，本学の教

育研究環境が最適なものとなっていることが理想である。当センターはその実現に資するべ

く，上記ミッションに沿って活動を展開してゆく。この成果が，本学だけでなく多くの高等教

育機関に波及すること期待している。 
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松木則夫  センター長 

佐々木司  副センター長 

松永茂樹  企画会議副議長 

＜2020年度体制＞ 

プレハブ研究A棟 
第2本部棟 
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【スタッフ、相談場所等】 

コミュニケーション・サポートルームスタッフ 

精神保健支援室スタッフ 

ピアサポートルームスタッフ 

保健センター本郷支所 

保健センター柏支所 

保健センター駒場支所 

コミュニケーション・サポートルーム面談室 

 

なんでも相談コーナー入口 なんでも相談コーナー面談室 

なんでも相談コーナースタッフ 

学生相談所スタッフ  
学生相談所（本郷）面接室 学生相談所（柏）面接室 
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【活動、ウェブサイト、リーフレット等】 

コミュニケーション・セミナー告知 ピアサポーター作 学生向け冊子 ピアサポーター募集 
自殺予防リーフレット（英語、日本語版） 

オンライン座禅会 

発達障害・精神障害学生支援検討会 
「履歴書のハザマ」イベント告知 

「強迫性障害」に関する相談員対象の研修会 

相談支援センター利用案内リーフレット 

保護者向け入学時配布用リーフレット 
COVID-19に関連する心理教育、啓発用ウェブサイト 
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2020 年度 相談支援研究開発センターのニュース 

 

１．新型コロナウイルス感染症蔓延に関する対応 

(1)相談支援業務から見たコロナ禍前後での学生の姿 

学生相談所の相談内容を概観すると、感染症に直接関連したものは少なかった。一方で、自粛に

よる学内外の活動の制限を反映し、日常生活や学生生活が停滞したように感じられ、不安が高ま

り、進学や就職などの進路が見通せないという相談が目立った。 

毎年実施している健康診断にみる、本学学生のメンタルヘルス有所見者の割合は、COVID-19 流行

前後で有所見群、要注意群ともに大きな差は無かった。ただ、学部新入生に注目すると、流行前の

2018 年度新入生では入学 1 年後のメンタルヘルスは良化の傾向を示したが、COVID-19 流行下の

2020 年度新入生では、A セメスターに悪化し、入学 1 年後も回復が入学時に及ばない傾向が示され

た。留学生のメンタルヘルスに関しては、休養目的の一時帰国や、保護者等の来日が難しくなった

ため、重症化する前の予防的な関わりが一層重要性を増した。 

グローバルキャンパス推進本部留学生支援室の活動でも、交流活動等に関する問い合わせが大き

く減少し、心身健康や学生生活への適応、就職相談の割合が高まった。利用者増加に加えて、継続

相談の回数が増えた。また例年と比べると、学生の孤立を反映してか、学年や所属、日本語力等に

関して、より幅広い層の学生からの相談が増えた。 

COVID-19 蔓延が長期化するなかで、学生同士の交流機会の減少や、問題を抱えた学生の孤立が深

刻化したことが課題となった。対人緊張が高い者や、コミュニケーションが苦手な学生にとって

は、活動制限が一時的な安寧をもたらしたが、それは長続きしないことが分かった。再適応時の不

安や緊張がより強くなり、時には学生生活を回避する者もいたのである。さらに、治療が必要な精

神疾患の発症と重症化、経済的困窮や就職困難などの解決困難な課題への対応も迫られた。そし

て、学生を支える教職員の疲労も無視できない状況となっている。教職員からの直接相談に加え、

学生の困りごとから教職員の課題が浮き彫りにされることもあった。 

 

(2)相談者のニーズと感染状況に合わせた相談体制の変更と工夫 

i)相談件数の推移 

2019 年 4 月以降の月別相談件数の推移を図 1 に示す。1 回目の緊急事態宣言が発出された 2020 年

4〜5 月は各相談施設のスタッフの多くが在宅勤務となり、対面相談を中心に行われてきた各室の相

談が、メールや電話等での対応に限定されることとなり、相談件数が一時期減少した。その後、

Zoom による遠隔相談や感染防止に留意した相談体制が整備され、相談件数はコロナ前の水準にまで

回復している。特に、学生の相談ニーズが高まる中で、学生相談所ではコロナ以前よりも相談件数

が増加した（図 1 参照）。精神保健支援室（保健センター精神科）では、対面での診察を一旦停止

して電話診察を行うなど診療体制が大きく変更したことが件数に表れている。 
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ii)オンラインによるカウンセリング・支援 

1 回目の緊急事態宣言（2020 年 4 月 7 日から 5 月 6 日）の期間から、Zoom、メール、電話による

遠隔相談の導入が検討された。遠隔相談のメリットは、キャンパスの区別無く、また帰省先等の遠

隔地からの相談が可能となったことが挙げられる。加えて、待合室で人に会う懸念がなく、物理的

な移動が不要になったことで相談へのハードルが下がり、ひきこもり傾向のある学生も相談に繋が

りやすくなった。同時に、文字ベースの非同期コミュニケーションであるメールを用いた相談の困

難さ、電話での困難さなどが分かり、徐々に Zoom による相談が主流となった。Zoom 相談を実施す

る際の情報の取り扱いを学生相談所が整備し、各室がこれを活用した。 

オンラインによるカウンセリングや支援が徐々に浸透する中で、在宅で相談を行った際の記録を

何処に保存するかという課題も生まれた。学生相談所では独自のシステムを構築したが、センター

全体としては継続課題となっている。 

精神保健支援室（保健センター精神科）では、対面から電話での診察へシフトし、保健センター

の各部門の協力を得て処方薬を自宅へ郵送する仕組みと、好仁会薬局の協力を得て院外処方の仕組

みを整えた。 

 

iii)構成員向けの啓発資料 

2020 年 4 月 2 日に「学生の皆さまへ 〜新型コロナウィルス感染症に関連する対応について〜」

（図 2、図 3 参照）、同年 5 月 7 日に「こころの不調、悩みごとがあったら 自分でできるケア（日

常生活・体調編）」「同（不安・落ち込み編）」を発信した。 

  

精神保健⽀援室

学⽣相談所

コミュニケーション・
サポートルーム

なんでも相談コーナー

緊急事態宣⾔

図 1 各相談施設の月別相談件数の推移 
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図 2 啓発資料（学生の皆さまへ 〜新型コロナウィルス感染症に関連する対応について〜） 
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図 3 啓発資料 中国語版（学生の皆さまへ 〜新型コロナウィルス感染症に関連する対応について〜） 
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iv)学生向けのオンライン企画 

2020 年 8 月 7 日に「バベルの学校」上映会＆トーク 〜おうちで

みよう みんなで話そう〜」というオンラインの映画上映会とその

後の座談会がピアサポートルームで企画された。 

また、2021 年 2 月から 3 月の日曜日を除く毎日２回（朝と昼）に

「オンラインエクササイズ」を実施した。冬休みに帰国できず孤立

を深めると思われる留学生や、授業が無くなることで深刻化が懸念

された睡眠覚醒リズムの乱れと運動不足への対策で企画された。留

学生支援室とピアサポートルームが中心になって計画と運営を行っ

た（詳細は別項を参照）。 

上記以外にも、ピアサポートルームが「オンライン談話室」「よ

もやま語らいゼミ」「Virtual Book Festa」「あつまれ駒場の部

屋」「柏ゆる研」など様々なオンラインイベントを企画し、学生相談所でも「オンライン座禅会」

が実施された。COVID-19 蔓延防止目的で対面での企画は全てオンラインへ移行し、Zoom を活用し

た相互交流の仕組みが試行された。 

 

(3)スタッフの工夫 

i)オンライン朝礼 

刻々と変化する感染状況と、それに呼応する学生の状況を把握して共有するために、毎週水曜日

の 9 時から 30 分間のオンライン朝礼を実施した（2021 年 12 月現在も継続中）。センターのメンバ

ーは誰でも出席可能として、各室で得られた情報や勤務体制などを話し合った。こうした機会は過

去にはなかったもので、COVID-19 対策に加えてメンバー間の風通しがより良くなったと思われる。 

 

ii)定例会議のオンライン化 

定例の企画会議や運営委員会、その他の会議は全てオンラインとなった。同時に資料も全て PDF

化された。授業や相談支援の場面でも同様だが、Zoom を用いた会合では目的指向性が高まるため、

会議も効率化した一方で、対面でインフォーマルに行われていた他者からのフィードバックや全体

像の把握などがやや困難になっている。 

 

 

2．トランスジェンダーを中心とした性的マイノリティの通称名使用 

前年度から学務課、担当理事と当センターで準備してきた申請のための新しい仕組みを試行し

た。これまでに必要だった医師の診断書 2 通と保護者からの同意書が不要となり、当事者のニーズ

により近づいた申請方法となった。学生相談所（心理士）と精神保健支援室（精神科医）にて、申

請者が通称名使用の継続した意志や、通称名を使用する際の責任の理解などが確かめられ、それぞ

れで発行された「通称名使用についての確認書」を、所属部局の担当窓口に提出するプロセスが定

められた。 
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Ⅰ-1.学生向け講義・啓発 1)心身の実践科学 2020 

 

1. 概要 

講義タイトル：「心身の実践科学」 

曜日時間：S セメスター木曜日 5限(16:50〜18:35) 

教室：オンライン実施 

受講者数：299 名 

 

家庭から地域、職場まで、対人関係、社会構造、サービス（安全、福祉含めて）、学びのあり方

も大きく変化しつつある。自分と家族や友人の幸福と健康のためには、これまで以上に深く広い知

識、柔軟な考え方、情報選択力を養う必要がある。この講義の目的は変化する急速な現代社会を生

きるために必要な心身の知恵を、理論と実践両面から学び考え、習得することである。 

本講義は、ピアサポーターになるための予備研修（ピアサポーターとして活動するための基礎的

な知識とスキルを身につけるための研修）としても位置づけられている。 

 

2. 講義内容 

相談支援研究開発センターの構成員が実施した講義を対象に講義概要を記載した。 

 

第 1 回 2020/04/23COVID19 による外出自粛生活を乗り切る：佐々木司（教育学研究科） 

スペイン風邪や SARS など、これまで繰り返し人類を襲ってきた RNA ウイルスによる呼吸器感染症

の歴史と、新型コロナウイルス感染流行対策の理解に必要な感染症の疫学の基本知識について解説

を行った。 

 

第 2 回 2020/04/30 ①発達障害：渡邉慶一郎 

発達障害で取り扱われることが多い認知能力の凸凹について、乳幼児の言語や社会性の発達と最

近接領域を例に説明した。凸凹が目立つ場合は最近接領域が狭いため、課題を設定したり関わる際

には特性に合わせた配慮があると良いこと、また困難と考えられている自閉スペクトラム症を対象

にした精神療法を例に関わりの重要性を伝えた。 

 

第 2 回 2020/04/30 ②自殺対策：澤田欣吾 

日本で行われている自殺対策について、自殺対策基本法を中心に「なぜ自殺対策が必要か？」と

いった観点から解説を行なった。また、現在の課題として挙げられる「子ども・若者の自殺対策」

について、どのような対策があるかを考えることを目標とした。 

基礎知識として、COVID-19 関連の自殺対策として、2020 年の論文の紹介を行ない、身近な人が

「死にたい」気持ちを表した時にどう向き合うか、ゲートキーパーの役割やゲートキーパーとして

の自殺対策の具体的な方法について概略の解説を行なった。 
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第３回 2020/05/07 生活習慣とメンタルの健康：東郷史治（教育学研究科） 

 

第４回 2020/05/14 ①メンタルヘルス：稲井彩 

大学生活とメンタルヘルスとの関連について、ストレス反応により心身症、精神疾患が発症する

危険性が高まることから、その対処について説明した。学内では健康診断を利用することにより早

期発見につなげることができ、また、なんでも相談コーナーを総合窓口として、学生相談所や、精

神保健支援室、コミュニケーション・サポートルームなど適切な相談施設を利用できることができ

る。さらに、メンタルヘルスを保つために必要なものの１つとして睡眠を挙げ、睡眠習慣に関連す

る問題を取り上げて解説した。 

 

第４回 2020/05/14 ②神経発達症（発達障害）とソーシャルスキル ：川瀬英理 

神経発達症（発達障害、主に自閉スペクトラム症、注意欠如多動症）の特徴や共生のために、脳

画像研究結果の説明や認知的特徴を性格や行動と対比の提示した。さらに、障害者に関する法律の

説明と「合理的配慮」の具体例を用いた説明し、発達障害特性のある人が生きやすくなるための方

法として、ソーシャルスキルの具体的説明を行った。 

 

第５回 2020/05/21 セクシュアル・マイノリティと学生生活／ハラスメント防止の基礎知識：高野

明・矢野ゆき(ハラスメント相談所) 

セクシュアル・マイノリティの基本的な説明を行い、当事者の学生が学生生活でどのような困難

を抱えるのかについて、また、差別や偏見として現れるフォビアの問題についても紹介した。 

ハラスメント相談所の矢野氏からはハラスメント防止のための基本的事項について説明が行われ

た。 

 

第６回 2020/06/04 生命のリズムと心身の健康：山本義春（教育学研究科） 

 

第７回 2020/06/11 脳と身体の複雑さ：多賀厳太郎（教育学研究科） 

 

第 8 回 2020/06/18 価値学習の脳機構および依存症の神経生物学的機序：森田 賢治（教育学研究

科） 

 

第９回 2020/06/25 心身の健康と睡眠の科学：岸哲史（教育学研究科） 

 

第 10 回 2020/07/02 無意識のうちに選択・制御・学習される行動 A：野崎 大地（教育学研究科） 

 

第 11 回 2020/07/09 ①ヒトはどのように騙されるか？－消費者被害とカルト－：大塚尚 

前半は、大学生が狙われやすい悪質商法と消費者被害について、その種類や具体的な問題を紹介

した。また、つい人が騙されてしまう際の心理学的なメカニズムや、様々な騙しや説得のテクニッ

クについて、研究結果や理論を交えて紹介した。 
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後半は、キャンパスでのカルトの状況、被害の傾向、勧誘の具体例などを紹介した。さらに、実

際の事件を取り上げ、マインドコントロールのプロセスを説明し、被害にあわないための断り方や

支援のポイントを紹介した。最後に、自分以外の友人や家族など、身近な人が巻き込まれた際の対

処法についても取り上げた。 

 

第 11 回 2020/07/09 ②学生生活とピアサポート：落合舞子 

前半は、「学生生活サイクル」からみた学生の心理社会的な課題、東大生の学生生活サイクルと

相談相手、ソーシャルサポートを授受し合うために必要なコミュニケーションについて説明した。 

後半は、東大生同士の支え合いとして、ピアサポートルームの概要と具体的な活動を紹介した。

特に、オンラインでの交流活動について詳しく説明した。また、ピアサポーター学生 1 名から、ピ

アサポート活動の実際や所感について話をしてもらった。最後に、これまでの生活の中で仲間から

サポートを受けた経験とそのサポートがどのような助けになったのか考察させた。 
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Ⅰ-1.学生向け講義・啓発 2)ストレス・マネジメント概論 2020 

 

1．概要 

講義タイトル：「ストレス・マネジメント概論」 

曜日時間：A セメスター火曜日 5限(16:50〜18:35) 

教室：オンライン実施 

受講者数：114 名 

 

相談支援研究開発センター（旧学生相談ネットワーク本部）では、2013 年度から大学院教育学研

究科・教育学部と協働して本郷での学部向け授業（大学院生も履修可）を冬学期に開講している。

講義の内容と目標は、大学生活と卒業後の社会生活での課題を理解し、ストレスに対処するスキル

と知識を習得してもらうことである。 

2015 年度からは、ピアサポーターになるための予備研修（ピアサポーターとして活動するための

基礎的な知識とスキルを身につけるための研修）としても位置づけられた。 

 

2．講義内容 

相談支援研究開発センターの構成員が実施した講義を対象に、講義概要を記載した。 

 

第 1 回 2020/09/29 大学生の学生生活サイクル・相談施設の紹介：高野明 

学生生活サイクルのモデルを紹介して、学生生活で出会う可能性のある危機について、概略を説

明した。また、学内の相談施設を紹介し、他者に相談することの意義や、学生生活におけるソーシ

ャルサポートの重要性について論じた。 

 

第 2 回 2020/10/06 メンタルヘルス：西村文親 

精神疾患を取り巻く状況、精神疾患の診断や治療の流れ、発達障害についての具体的な説明、精

神疾患の典型例である統合失調症について症例を使っての説明、東京大学における相談機関の紹介

などを講義では取り扱った。 

講義の中で、メンタルヘルスの不調は誰にでも起こり得るありふれたものであることを理解して

もらい、自分の身近な人や自分自身のメンタルヘルスの不調や変化に気づき、その際に東京大学内

に相談できる機関があり、そこに相談に来てもらえることを目指している。また、メンタルヘルス

についての理解が深まることでの、精神疾患へのスティグマの軽減も目指した。 

 

第 3 回 2020/10/13 対人スキル（ソーシャルスキル）について：川瀬英理・渡邉慶一郎 

前半は、自閉スペクトラム症と注意欠如多動症について脳科学的な特徴と薬物療法の可能性を紹

介した。また、臨床面では、自閉スペクトラム症に多く合併する不安を例にとり、発達障害の「治

療」と「支援」の関係について、問題提起を行った。  

後半は、発達障害のある人との関わり方、発達障害のある人自身の苦痛のやわらげ方を概説し
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た。具体的には、障害に関係する法律について、発達障害のある人の割合、認知的特徴について説

明した。さらに、障害のある人やその特性のある人ができることとして、コミュニティでの暗黙の

了解、コミュニケーションの意義や具体的方法について説明した。 

 

第 4 回 2020/10/20 親密な人間関係の発達・発展：上別府圭子（医学系研究科） 

 

第 5 回 2020/10/27 ストレスと付き合う：藤原祥子・伊藤理紗 

ストレスの発生機序や、ストレスの心理的メカニズム、ストレス反応としての心身症状について

説明した。また、ラザルスの心理的ストレス理論に基づき認知的評価やコーピングによってストレ

ス反応が異なることをふまえた上で、ストレスへの様々な対処方法を提案した。 

後半では様々なリラクセーションや認知再構成法、問題解決療法など、受講者が実践しやすいエ

クササイズを紹介し、講義内でも取り組んでもらった。講義後の感想には、自らのストレス状況に

ついて理解が深まったこと、自分に合ったストレス対処方法を日常生活の中で取り入れたいこと等

の感想が書かれていた。 

 

第 6 回 2020/11/10 ピアサポートを知る＆動く：鬼塚淳子 

支え合いのスキルや支え合いのキャンパス作りについて理解を深めることを目的に、ピアサポー

トの概説、東大ピアサポートルームの活動概況、ピアサポーターの目線から見た活動紹介を行なっ

た。 

講義を踏まえ、ピアサポートルームへの要望アンケートを実施後、ランダムなグループに分かれ

学生それぞれの支え合いの体験を過去・現在・未来の軸に沿って振り返り、グループディスカッシ

ョンのワークを実施。最後に「東大に欲しいサポート」をグループでまとめ、レポート提出を行な

った。 

例年、本講義を始め、精神保健・学生支援関連科目の受講者からピアサポーターへの応募者が出

ていることから、講義を、概説・ピアサポーターの話題提供（対話形式）・グループワークの３部

構成とし、理論はもちろん、ピアサポート活動の実態や、自分の体験に置き換えた実感、オンライ

ン授業のため他学生との対話・交流ができる実践ワークにも注力している。 

 

第 7 回 2020/11/17 生活リズムと心身の健康：山本義春（教育学研究科） 

 

第 8 回 2020/11/24 メンタルヘルス‐2回目：梶奈美子 

統合失調症に並び精神神経科で対応することの多いうつ病について、身近に感じられるように症

例を紹介しつつ講義を行った。また、あまり一般的に知られていない睡眠障害についても、健康的

な睡眠の知識を織り交ぜつつ講義を行った。大学生の生活においてとかく不規則になりやすい睡眠

だが、講義の最後には自分の睡眠を振り返ってもらい、現在の睡眠の改善方法を具体的に検討して

もらう機会を設けた。 
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第 9 回 2020/12/01 キャリアについて考える：榎本眞理子 

キャリアとは、単なる職業を指すのではなく、生涯を通して経験する役割や立場をも含んだ人生

そのものであることを論じた。また、青年期キャリア発達の課題である職業選択を十全に乗り越え

るためには、自身の価値観やアイデンティティ、個性を理解し向き合うことが重要であると伝え

た。 

 

第 10 回 2020/12/08 異文化での適応：大西晶子 

異文化環境で体験されやすいストレッサーの特徴と、効果的なストレス対処のあり方、さらに発

達段階や異文化への滞在の形態の違いによって、ストレスの体験様式が異なる状況等について解説

を行った。 

またコミュニケーションの文脈依存度の異なる他者との間のやりとりの難しさや、非言語情報が

そぎ落とされるオンライン上のやりとりが中心となる、コロナ禍特有の適応課題についても取り上

げ、高文脈文化といわれる日本社会において、留学生が体験しがちな戸惑い等についても紹介を行

った。 

 

第 11 回 2020/12/15 不安と付き合う：大塚尚 

この講義では、不安のメカニズムや特徴を知り、不安との付き合い方を考えることを目的とし

た。 

はじめに、不安の仕組みとして闘争-逃走反応や Lang の 3システムズモデルを紹介し、認知・行

動・生理のそれぞれのシステムにおける不安の反応を説明した。 

そして、適応的ではない不安として、テスト不安、対人不安、パニック発作を取り上げ、それぞ

れの特徴やメカニズム、心身への影響を具体的に紹介した。その上で、そういった不安にどう対処

したらいいかを具体的な事例にそって詳しく取り上げ、認知面に対するアプローチとしてコラム法

や書き出す方法の紹介をし、行動面に対するアプローチとしてエクスポージャー法を紹介した。加

えて、生理面へのアプローチとして呼吸法を紹介し、その場で短いワークを実践した。最後に、不

安との付き合い方として、「なくすのではなく付き合う」「不安を感じている自分に気づく」などの

ポイントをまとめた。 

 

第 12 回 2020/12/22 身体運動とメンタルヘルス：東郷史治（教育学研究科） 

 

第 13 回 2021/01/05 ハラスメントについて考える：長嶋あけみ（ハラスメント相談所） 
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Ⅰ-1.学生向け講義・啓発 3)ストレス・マネジメント論 2020 

 

1．概要 

講義タイトル：「ストレス・マネジメント論」 

曜日時間：S セメスター水曜日 5 限(16:50〜18:35) 

教室：オンライン実施 

受講者数：169 名 

 

2010 年度から、大学院学生対象の予防的心理教育の授業「ストレス・マネジメント論」を、新領

域創成科学研究科の大学院共通科目として、開講している。 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて、初のオンラインでの開講となり、

169 名の学生が受講した。緊急事態宣言が発出され、想定していたキャンパスライフが大きく変わ

っている中で、受講学生にとって心理的危機の予防や対処のヒントとなるよう、具体的な知識と

スキルについての講義を行った。 

本講義は、ピアサポーターになるための予備研修(ピアサポーターとして活動するための基礎的

な知識とスキルを身につけるための研修)としても位置づけられている。 

 

2．講義内容 

相談支援研究開発センターの構成員が実施した講義を対象に、講義概要を記載した。 

 

第 1 回 2020/04/08 大学院生の学生生活サイクル・COVID-19 について：高野明 

学生生活サイクルのモデルを紹介して、大学院生としての学生生活がどのように進んでいくのか

を論じた。 

また、学内の相談施設の紹介とその使い方について説明し、コロナ禍の外出自粛生活の中でのス

トレス対処法についても、具体的に紹介した。 

 

第 2 回 2020/04/22 コミュニケーションスキル 1 〜 アサーション：藤原祥子 

相互尊重しつつ、自分自身の率直な考えや要望を表現するための対人スキルとしてのアサーショ

ンについて説明した。 

アサーションのスキルを身につけることで対人ストレス場面におけるストレス反応を軽減する効

果があること、生活上の様々な場面でアサーションスキルが有用であることを紹介した。ただし

アサーションには唯一の正解があるわけではなく、自分自身の生育歴やユニークな認知の影響を

理解した上で自分なりのコミュニケーションを探求していくことが肝要である。そこで講義後半

ではコロナ禍に特有のオンラインのコミュニケーションに関連した事例を用い、DESC※というアサ

ーション特有のプロトコルに沿って実践的なエクササイズを行った。 
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講義後の感想には対人ストレス状況において学生たちがしばしば迷いや葛藤を感じていること

や、そのような状況下でもより主体的な自己表現を行うためアサーションの実践に取り組んでみ

たい旨が記載されていた。 

※DESC: Describe, Express, Specify, Choose の頭文字から 

 

第 3 回 2020/05/07 不安とつきあう：伊藤理紗 

主に、不安の定義、不安の発生と維持のメカニズム、不安とのつきあい方について講義を行っ

た。 

不安の定義は、情動面・行動面・生理面の３つの側面から説明を行い、不安に関連した代表的な

疾患を紹介した。不安の発生についてはレスポンデント条件づけ、不安の維持についてはオペラ

ント条件づけから説明を行い、不安があることが問題なのではなく、不安から回避行動を行い深

刻な場合に生活に支障が出ることが問題であることを説明した。 

不安とのつき合い方については、不安症への治療効果が高いと言われている認知行動療法の枠組

みにのっとり、心理教育、エクスポージャー、認知再構成法、スキルトレーニング、リラクセー

ションの技法を紹介し、一部講義内でも取り組んでもらった。 

 

第 4 回 2020/05/13 大学院後のキャリアを考える：榎本眞理子 

キャリアとは、単なる職業を指すのではなく、生涯を通して経験する役割や立場をも含んだ人生

そのものであることを論じた。また、ライフキャリア・レジリエンスやストレス・マネジメント

の概念を紹介し、環境や社会情勢に影響されすぎずキャリアを生き抜くための力、姿勢について

伝えた。 

 

第 5 回 2020/05/27 研究とやる気の波：大島紀人・藤原祥子・新領域教員 

本講義では、新領域創成科学研究科の先生をお招きして、研究生活の中でのご苦労とそれを乗り

越えた体験についてご講演いただいた。 

本講義のほとんどの受講者は修士課程に在籍し、研究生活のスタートを切った段階にある。大学

院での研究生活において、研究テーマの見つけ方、研究の進め方、研究室の対人関係、進路な

ど、初めて経験すること、うまくいかずに悩むことは少なくない。実際、キャンパス内の学生相

談においても、研究内容あるいは研究室での対人関係に関する悩みは主要な相談テーマとなって

いる。 

浅井先生からは自己理解の大切さについてお話いただき、伊藤先生からは大きな失敗経験から意

欲を回復されたお話を、大崎先生からは具体的な目標設定やコミュニケーションの大切さに関す

るお話を伺った。先生方のご講演を受けて受講者は大いに勇気づけられた様子であり、講義後の

感想からも研究生活の意欲向上やエンパワメントが図られた様子が明らかになった。 
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第 6 回 2020/06/03 依存の問題と学生生活：伊藤理紗 

依存の概要、依存のメカニズム、依存の治療、および周囲にできることについて講義を行った。 

依存の概要は、依存の定義、主な依存の対象、依存による問題を紹介した。その際、代表的な依

存症として、アルコール依存、薬物依存、ネット・ゲーム依存、ギャンブル依存、性依存につい

て説明を行った。 

依存のメカニズムについては、依存状態の時に脳で起こっていること、および、依存行動が起こ

る心理学的なメカニズムを説明した。 

最後に、依存への治療として、有効な技法の１つである認知行動療法に基づいて、依存行動の心

理学的なメカニズムへの具体的なアプローチ方法として、刺激統制や代替行動の設定、思考スト

ップ法などについて紹介した。最後に、周囲の人ができることとして、外部の相談場所、伝え方

の工夫、距離の取り方などについて紹介した。 

 

第 7 回 2020/06/10 異文化での適応：大西晶子 

学業や仕事等の目的で、一定期間異文化に身を置き暮らす際の困難体験について取り上げ、中で

も質的に異なる社会文化的適応と心理的適応の側面について、解説を行った。 

滞在開始直後には、システムに関する情報不足や言語力に起因する困難が意識されやすく、比較

的共通性の高い困難状況が報告されるのに対して、滞在の長期化とともに適応状況には個別性が

高まることや、心理的に安定した状態が得られるプロセスは、環境・個人要因と、両者の相互作

用が関わり、複雑であることなどについて、理解を深めた。 

 

第 8 回 2020/06/24 支え合いのスキル・ピアサポートとは：横山孝行 

支え合うスキルやキャンパス作りについて理解を深めることを目的として、前半はソーシャルサ

ポートとしての仲間の重要性、ソーシャルサポートによるストレス緩衝効果、援助要請の仕方と

柏キャンパスにおけるサポート資源の紹介、援助を求められた時の対応ポイントについて説明し

た。 

後半は、東大生同士の支え合いとして、ピアサポートルームの概要と具体的な活動を紹介した。

特に、これまでの柏キャンパスでのピアサポート活動の内容と、オンランによる交流活動につい

て詳しく説明した。 

また、ピアサポーター学生 2 名から、ピアサポート活動の実際や所感について話をしてもらっ

た。最後に、自身が他者をサポートした経験と、そのサポートが相手にどのような助けとなった

か考察させた。 

 

第 9 回 2020/07/01 コミュニケーションスキル 2 ～ ソーシャルスキル：川瀬英理・渡邉慶一郎 

前半は、発達障害の脳画像研究や薬物療法の可能について概説した。また、先行研究から自閉ス

ペクトラム症の長期予後が良好とはいえないことや、自覚的 QOL が低いことを説明し、当事者と

関わる際の心構えとして、精神療法的アプローチを紹介した。 

後半は、ソーシャルスキル、ストレス・マネジメントにおける人付き合いやソーシャルスキルの

重要性について概説した。さらに具体的に、マナーやコミュニケーションに関する方法につい
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て、マナーを守る意義、コミュニケーションをとる意義、マナー（メモを取ること、メールの書

き方、教授室や就職面接時の訪問での振る舞い方、ほうれんそう（報告・連絡・相談）の方法、

スケジュール管理）について、時に、研究結果や社会心理学の理論を提示しながら説明をした。 

 

第 10 回 2020/07/08 精神疾患の基礎知識：西村文親 

日本における精神疾患を取り巻く状況や現在までの歴史、精神疾患の診断基準や診断までの流

れ、発達障害の診断基準と実際の具体的な説明、典型的な精神疾患である統合失調症について症

例を交えての説明、東京大学における相談機関の紹介などを講義では取り扱った。 

メンタルヘルスの不調は誰にでも起こり得るありふれたものであることを理解してもらい、自分

の身近な人や自分自身のメンタルヘルスの不調や変化に気づき、その際に東京大学内に相談でき

る機関があり、そこに相談に来てもらえることを目指している。また、メンタルヘルスについて

の理解が深まることでの、精神疾患へのスティグマの軽減も目指した。 

 

第 11 回 2020/07/15 健康な生活習慣（睡眠/運動/ドラッグ/アルコール)：佐々木司（教育学研究

科） 

心身の健康維持に必要な睡眠習慣、日々の運動、飲酒に関わるリスクの予防、違法ドラッグの数

十年に及ぶ後遺症などについて解説した。 

	 27	 年報１



 
 

Ⅰ-1.学生向け講義・啓発  4)学内で担当したその他の学生向け講義 

    

名   称 担 当 者 主   催 日   付 

大学の国際化・グロ

ーバル化 

大西晶子 
教育学研究科     

大学経営・政策コース  
2020 年 S セメスター 

グローバル化、大学の国際化の意味とインパクトをテーマとした授業において、期

間中大学経営政策各論(3)の 4 コマを担当し、主に国際化が学生支援の場にもたら

す課題について講義を行った。 

ピアサポートとコミ

ュニケーション 

落合舞子 教育学部 2020 年 10 月 16 日 

教育学部「安全・安心教育」という授業で、ピアサポートおよびそのサポートに必

要なコミュニケーションについて説明した。また、オンライン交流イベント時のサ

ポーティブな関わり方についてローププレイを行った 

新型コロナウイルス

感染症と学生生活: 

ストレスとどのよう

に向き合うか 

澤田欣吾 東大生協 2020 年 9 月 30 日 

新型コロナウイルス感染症の流行下での学生生活におけるストレスについて、対処

法を交えながら講義を行った。講義後には、参加した学生からの質疑応答を行っ

た。 

支え合いのレシピ 

−ピアサポートを知る

＆動く− 

  高野明、大島紀

人、鬼塚淳子、落合

舞子、横山孝行 

ピアサポートルーム 
2020 年 4 月 22 日～ 

7 月 8 日 

全学体験ゼミとしてピアサポートルームの教員による授業を行った。前半はピアサ

ポートに関する基本知識を説明した。後半はサポート企画の立案・実施・振り返り

に取り組ませた。 

大学生の自殺防止 

高野明、大塚尚 
大学院人文社会系研究科 附

属死生学・応用倫理センター 
2020 年 11 月 30 日 

「死生学概論」という授業で、大学生の自殺の傾向、背景と対策、近年の青年期の

問題などを説明した。さらに、自分自身や周囲の人の希死念慮などの危機への対応

のポイントを紹介し、全体で質疑応答を行った。 

キャンパスのニーズ

とピアサポート活動 

横山孝行 教育学部 2020 年 10 月 30 日 

教育学部「安全・安心教育」という授業で、学生達のニーズの考え方およびニーズ

に応じたピアサポート活動について説明した。また、学生のニーズを起点としたサ

ポート企画をグループで検討させた。 

精神疾患の予防につ

いて 

渡邉慶一郎 医学部 2020 年 5 月 12 日 

M2 系統講義「健康管理学」の中で，統合失調症の早期発見の試みとして At Risk 

Mental State という概念を紹介し，その有効性と限界を説明した。また，うつ病と

運動や食事・栄養について解説を行った。 

健康に関する安全確

保−メンタルヘルス− 

渡邉慶一郎 環境安全本部 2020 年 6 月 3 日 

学術フロンティア講義「環境安全衛生入門」の中で，飲酒，うつ病，不眠症につい

て概説した。コロナ禍で飲酒量が増えている社会的背景があるため，アルコール使

用障害について詳しく紹介した。 

不安の時代〜精神科

医から見る不安〜 

渡邉慶一郎 
大学総合教育センター朝日新

聞社寄付研究部門 
2020 年 10 月 21 日 

社交不安と自閉スペクトラム症との関係について現在の課題を説明した。それを基

に不安をどのように位置づけるかについてグループワークが行われた。 
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Ⅰ-1.学生向け講義・啓発 5)入学者・進学者ガイダンス 2020 

 

2020 年度の入学者・進学者ガイダンスにおいて、学内の相談施設を動画で紹介した。 

 

１．実施部局一覧 

法学政治学研究科・法学部 全専攻、第一類、第二類、第三類 

医学系研究科・医学部 全専攻、医学科、健康総合科学科 

工学系研究科・工学部 

社会基盤学、建築学、精密工学、システム創生学、航空宇宙工学、電気

系工学、マテリアル工学、応用化学、化学システム工学、化学生命工

学、原子力国際、バイオエンジニアリング、技術経営戦略学、社会基

盤学科、建築学科、機械工学科、機械情報工学科、航空宇宙工学科、

精密工学科、マテリアル工学科、応用化学科、化学システム工学科、

化学生命工学科、システム創成学科 

人文社会系研究科・文学部 全専攻、人文学科 

理学系研究科・理学部 物理学、天文学、地球惑星科学、化学、生物科学、全学科 

農学生命科学研究科・農学部 全専攻、応用生命科学課程、環境資源科学課程、獣医学課程 

経済学研究科・経済学部 全専攻、経済学科、経営学科、金融学科 

総合文化研究科・教養学部 前期課程（リーフレットなど啓発資料配付のみ） 

教育学研究科・教育学部 全専攻、総合教育科学科 

薬学系研究科・薬学部 全専攻、薬科学科、薬学科 

新領域創成科学研究科 
物質系、エネルギー工学、複雑理工学、先端生命科学、メディカル情報

生命、環境学研究系、国際交流室 

情報理工学系研究科 全専攻 

情報学環・学際情報学府 学際情報学 

公共政策学教育部 公共政策学、国際公共政策学 

附置研究所 
医科学研究所、地震研究所、生産技術研究所、定量生命科学研究所、

宇宙線研究所、物性研究所 

 

２．紹介した相談施設 

9 分間程度の動画では、次の 7 施設について紹介した。動画は本郷キャンパス用と柏キャンパス用のも

のを製作し、各施設のキャンパスごとの所在地についても説明した。 

①なんでも相談コーナー，②学生相談所，③保健センター精神科 

④コミュニケーション・サポートルーム，⑤ピアサポートルーム 

⑥ハラスメント相談所，⑦留学生支援室 
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３．動画で使われたスライド（いずれも本郷版（日本語・英語））
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Ⅰ-2.教職員向け啓発 1)FD・SD の取り組み 

 

1.概要 

相談支援研究開発センターが行う教職員向けの情報発信・研修には、FD・SD※、なんでも相談ワー

クショップ（2020 年度は感染防止目的で中止）、教職員向けメルマガがある。FD・SD は対面あるい

は Zoom によるプレゼンテーションであり、リアルタイムに質疑応答ができるメリットがある。多く

の場合は教授会の前後の 30 分程度の時間を頂戴して実施する。2008 年度から下記のテーマで実施

されている。 

※ Faculty Development：大学教員の教育能力を高めるための実践的方法、 Staff Development：

大学職員またはその支援組織の質的向上のための実践的方法 

年度 テーマ 実施部局数，参加人数 

2008 

教職員のための「学生のメンタルケア」（１） ― 

教職員のための「コミュニケーションスキルアップ」 ― 

教職員のための「学生のメンタルケア」（２） ― 

教職員のための「学生のメンタルケア」（３） ― 

2009 

第１回教職員のための「学生のメンタルケア」 ― 

第 2 回教職員のための「学生のメンタルケア」 ― 

第 3 回教職員のための「学生のメンタルケア」 ― 

第 4 回教職員のための「学生のメンタルケア」 ― 

第 5 回教職員のための「学生のメンタルケア」 ― 

不適応学生の対応について 1 部局 

アカデミック・ハラスメントについて 1 部局 

いわゆる「不登校」学生への対応について 1 部局 

学生相談から見た大学院生の悩み/精神科？と考えるとき 1 部局 

学生相談から見た大学院生の悩み/大学院生のメンタルヘルスと精神

科医療の使い方 

1 部局 

2010 

第１回学生相談ネットワーク本部主催講習会「心をつなぐ工夫」 ― 

第２回学生相談ネットワーク本部主催講習会「心をつなぐ工夫」 ― 

第３回学生相談ネットワーク本部主催講習会「心をつなぐ工夫」 ― 

第４回学生相談ネットワーク本部主催講習会「心をつなぐ工夫」 ― 

第 5 回学生相談ネットワーク本部主催講習会「心をつなぐ工夫」 ― 

鬱や発達障害に伴われやすい無力感や心の傷について 1 部局 

心理的に快適な研究環境を維持するための工夫と配慮 1 部局 

本学におけるメンタルヘルス/学生支援について 1 部局 

 アカデミック・ハラスメントについて 1 部局 

2011 

学生相談所・精神科での対応 1 部局 

自分でできるメンタルヘルスケア 1 部局 

アカデミック・ハラスメントの様態と対応 1 部局 

柏キャンパスにおける相談体制 1 部局 

気になる学生への対応 1 部局 

アカデミック・ハラスメント 1 部局 

学生の様々な危機状況について・学生のメンタルヘルスとその支援 1 部局 

2012 

アカデミック・ハラスメントの防止について 3 部局 

被災者に対する心理的ケア 1 部局 

学生のメンタルヘルスの概要と新たな取り組みについて 1 部局 

アカデミック・ハラスメントと発達障害 1 部局 
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難しい学生に対する教員の対応 1 部局 

2013 学生の自殺防止のためにできること 17 部局，約 1,000 名 

2014 
発達障害のある学生の修学支援 22 部局，約 1,500 名 

学生の自殺防止のためにできること 2 部局，134 名 

2015 不登校学生の理解と支援 25 部局，約 1,800 名 

2016 学生の成長を支援する 24 部局，約 1,600 名 

2017 
不登校学生の理解と対応 1 部局，約 100 名 

困難な事例から学ぶ 28 部局，約 1,800 名 

2018 
困難な事例から学ぶ １部局，約 100 名 

多様性に応じた学生支援 26 部局，約 1,600 名 

2019 学生の自殺防止 27 部局，約 1,600 名 

 

2. 2020 年度の取り組み 

(1)テーマ 

「COVID-19 に関連する学生対応の考え方」として、COVID-19 の学生への影響とその対応を中心に

取り扱った。これまでに我々が経験したことのない新しいウィルス感染症のインパクトは、既存の

学生生活の大きな変化をもたらした。当センターでの相談支援活動から得られたものを本学教職員

と共有し、学生対応で留意すべき点や工夫できること等を提案した。 

 

(2)対象部局（約 1,280 名参加） 

ご希望のあった 30 部局（下記）で実施した。 

法学部・法学政治学研究科、医学系研究科・医学部、工学部・工学系研究科、文学部・人文

社会系研究科、理学部・理学系研究科、農学生命研究科・農学部、経済学研究科・経済学部

（ビデオのみ）、総合文化研究科・教養学部、教育学研究科・教育学部、薬学系研究科・薬学

部、数理科学研究科、新領域創成科学研究科、情報理工学系研究科、情報学環・学際情報学

府、公共政策、医科学研究所、地震研究所、東洋文化研究所、社会科学研究所、生産技術研

究所、史料編纂所、定量生命科学研究所、宇宙線研究所、物性研究所、先端科学技術研究セ

ンター、アイソトープ総合センター、空間情報科学研究センター、情報基盤センター、社会

連携部 

 

(3)コンテンツ 

日本語版と英語版を作成した（図１、図２参照）。また、数理科学研究科よりリクエストを頂き、

ジェンダーバイアスに関係するコンテンツを作成した（図３参照）。 
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Ⅰ-2.教職員向け啓発 2)メールマガジン 

 

1.概要 

相談支援研究開発センターが行う教職員向けの情報発信・研修には、FD・SD※、なんでも相談ワー

クショップ（2020 年度は感染防止目的で開催中止）に加え、教職員向けメルマガがある。FDSD は

対面あるいは Zoom によるプレゼンテーション、なんでも相談ワークショップはグループワークを

中心とした研修である。メルマガはこれらを補完する形式で、教職員と学生のより良い関わりの一

助となるよう、時間に拘束されることなく必要なテーマを選んで繙読することが出来るよう当セン

ターのホームページで公開されている（http://dcs.adm.u-tokyo.ac.jp/nsc/teacher/）。2012 年度

から発行が計画され、過去には下記の記事が発信された。 

※ Faculty Development：大学教員の教育能力を高めるための実践的方法、 Staff Development：大学職員

またはその支援組織の質的向上のための実践的方法 

 

年度 テーマ（発行年月日） 

2012-2013 【新領域創成科学研究科版】 

不登校・ひきこもり（第 1号：2012.11 月） 

これだけは知っておきたいアルコールの知識（第 2 号：2012.11 月） 

優秀だけど不器用：東大生の発達障害（第 3 号：2012.12 月） 

進路選択と就職活動（第 4号：2013.01 月） 

気になる学生への対応・話の聴き方（第 5 号：2013.02 月） 

自殺や自傷行為など危機対応が求められる場合（第 6号：2013.03 月） 

学生を理解する視点（学生生活サイクル、最近の学生が抱える悩み等）（第 7 号：2013.04 月） 

相談施設の紹介と学生のつなぎ方（第 8号：2013.05 月） 

メンタルヘルス上の問題を抱える学生の対応（バリアフリーも含む）（第 9 号：2013.06 月） 

学生とのトラブルを避けるには（第 10 号：2013.07 月） 

留学生が抱える問題（第 11 号：2013.08 月） 

健康に働く（第 12 号：2013.09 月） 

 

【全学版】 

優秀だけど不器用-東大生の発達障害-（第 1 号：2013.01.21.） 

現代就活事情-教職員のための就活基礎知識-（第 2号：2013.01.28.） 

不登校とひきこもり（第 3号：2013.02.12.） 

気になる学生への対応・話の聴き方（第 4 号：2013.02.25.） 

これだけは知っておきたいアルコールの知識（第 5 号：2013.03.11.） 

危機対応が必要なとき（第 6 号：2013.03.25.） 

学生を理解する視点（第 7号：2013.04.22.） 

学生を支援に結びつける方法（第 8号：2013.05.27.） 

メンタルヘルス上の問題を抱える学生への対応（第 9号：2013.06.24.） 

学生とのトラブルを避けるには（第 10 号：2013.07.29.） 

留学生が抱える問題（第 11 号：2013.08.26.） 

健康に働く（第 12 号：2013.09.24.） 

振り返り編（その１ 発達障害について）（第 13 号：2013.10.30.） 

振り返り編（その２）（第 14 号：2013.11.26.） 

振り返り編（その３）（第 15 号：2013.12.24.） 

2014 どう関わったらいいのかと教職員の頭を悩ませる学生さん〜発達障害（第 1号：2014.06.30.） 

大学に姿をみせなくなってしまった学生さん理解と対応〜不登校（第 2 号：2014.07.31.） 

連絡がとれなくなった学生さんへの対応マニュアル（第 3 号：2014.09.30.） 
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危機介入のコツ（第 4号：2014.11.28.） 

学内相談施設利用の実際（第 5 号：2015.01.30.） 

学生の進路・就職にまつわる悩みと問題（第 6 号：2015.03.30.） 

2015 学生の不登校とひきこもりの背景を考える（不本意入学・不本意進学）（第 1 号：2015.06.30.） 

学生の不登校とひきこもりの背景を考える（対人恐怖）（第 2 号：2015.07.31.） 

学生の不登校とひきこもりの背景を考える（発達障害）（第 3 号：2015.09.30.） 

学生の不登校とひきこもりの背景を考える（スチューデントアパシー）（第 4 号：2015.11.30.） 

学生の不登校とひきこもりの背景を考える（うつ病）（第 5 号：2016.02.29.） 

学生の不登校とひきこもりの背景を考える（研究と就職活動の両立）（第 6 号：2016.03.31.） 

2016 学生の成長を支援する（アイデンティティの形成）（第 1 号：2016.08.31.） 

学生の成長を支援する（認知発達特性から見た自己理解と進路選択を通して）（第 2 号：

2016.09.30.） 

学生の成長を支援する（学生同士の支え合いとピアサポート）（第 3 号：2016.10.31.） 

学生の成長を支援する（できないと回避する学生）（第 4 号：2017.01.05.） 

学生の成長を支援する（居場所としての相談施設）（第 5 号：2017.03.06.） 

2017 困難な事例に学ぶ（発達障害学生の支援から）（第 1号：2017.08.31.） 

困難な事例に学ぶ（精神障害学生が支援に至るまで）（第 2 号：2017.09.29.） 

困難な事例に学ぶ（希死念慮を抱える学生の支援）（第 3 号：2017.10.31.） 

困難な事例に学ぶ（学生生活サイクルで表面化する困難）（第 4 号：2018.01.05.） 

困難な事例に学ぶ（幻覚妄想状態の留学生）（第 5 号：2018.03.22.） 

2018 多様性に応じた学生支援（FDSD 研修会のご紹介）（第 1 号：2018.07.31.） 

多様性に応じた学生支援（バリアフリー最前線）（第 2 号：2018.09.26.） 

多様性に応じた学生支援（大学における配慮と取り組みの実際）（第 3 号：2018.12.28.） 

多様性に応じた学生支援（留学生の悩みとその支援）（第 4 号：2019.03.25.） 

2019 学生の自殺予防（若者の自殺と国の対策）（第 1 号：2020.09.08.） 

学生の自殺予防（自殺の心理と学生自らの予防策）（第 2 号：2020.11.04.） 

学生の自殺予防（ゲートキーパーによる自殺予防策）（第 3 号：2020.12.07.） 

学生の自殺予防（自殺の postvention）（第 4 号：2021.02.16.） 

学生の自殺予防（ハラスメントと自殺）（特別号：2021.03.31） 

 

2. 2020 年度教職員メルマガ 

2020 年度は「新型コロナウィルス感染症と学生生活」をテーマとして全４回を配信した。第１号

（2020 年 9 月 8 日発行）では、相談支援の現場で見受けられる学生の困り事を修学面、対人関係、

就職活動の各方面から紹介した。第 2 号（2020 年 11 月 4 日発行）では、長期化する新型コロナウイ

ルス感染症の蔓延状況により教職員も含む本学構成員の心身の健康に及ぼした影響を振り返り、効

果的な対処方法を案内した。第 3 号（2020 年 12 月 7 日発行）では、ピアサポートルームが実施した

学生対象のアンケート調査を紹介し、ニーズの多かった「対人交流」や「コミュニケーション」への

対策として同ルームの取り組みが紹介された。第 4 号（2021 年 2 月 16 日発行）では COVID-19 と精

神疾患の関係について最新の知見を紹介し、パンデミックによる外出制限中の睡眠問題への対応と

してヨーロッパ CBT-I※※アカデミーからの実践的推奨事項を案内した。 

※※ CBT-I: Cognitive Behavior Therapy for Insomnia 
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Ⅰ-3. 学外での講義 

    

名   称 担 当 者 場   所 日   付 

臨床心理学について 

伊藤理紗 国立音楽大学 2020年 8月 26日～28日 

夏季集中講義「臨床心理学 B」を担当した。音楽療法士を目指す学生にとって、必

要な心理学の知識・技能習得を目的に、演習やロール・プレイを交えて、臨床心理

学の基本や心理療法について説明した。 

健康相談と保健指導 

大島紀人 女子栄養大学 2020年 11月 3日 

オムニバス講義「学校保健安全各論」の一コマとして担当した。学校における健康

相談実践や支援体制構築に必要な精神保健の知識、精神科医との連携について概説

した。 

多文化支援心理学 

大西晶子 明治学院大学 2020年春学期 

学部生向けの講義として、多文化化が進み、多様な人々への心理支援が問われる今

日の日本の状況と、多文化カウセリング等の文化に配慮した心理支援のあり方につ

いてに講義を行った。 

カウンセリングの 

理論と実際 

大西晶子 東洋大学 2020年秋学期 

学部生向けの講義として、カウンセリングの基礎理論と実際について解説するとと

もに、グローバル化に伴い社会のニーズが変化することも踏まえたカウンセリング

のあり方について扱った。 

Adolescent 

Psychological 

Development and 

Mental Health 

Problems 

澤田欣吾 都立国際高等学校 2021年 2月 24日 

都立国際高等学校インターナショナルバカロレアコース教員研修会において、思春

期の心理的な発達とメンタルヘルスの問題の特徴について講義を行った。教員から

の質疑応答を行い、コロナ禍での不安などについて取り扱った。 

カウンセリングの 

基礎 

藤原祥子 
東京山手メディカルセン

ター附属看護学校 
2020年 9月 17日〜11月 5日 

看護師教育の基礎分野として位置づけられている人間関係論、カウンセリング理論

および技法について説明し、看護現場におけるケースディスカッションを行った。 

臨床心理学実習 

横山孝行 田園調布学園大学 2020年 5月 16日～8月 1日 

担当講義科目として、主に臨床心理学をもとに基本的な援助態度やスキルについて

説明し、面接場面のロールプレイなどを行った。 

学習心理学 

横山孝行 田園調布学園大学 
2020年 9月 30日～ 

2021年 2月 3日 

担当講義科目として、条件づけ理論や応用行動分析、社会的学習、記憶、技能学

習、言語獲得、問題解決、自己調整学習などについて説明した。 
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名   称 担 当 者 場   所 日   付 

発達障害の 

理解と支援 

渡邉慶一郎 日本社会事業大学大学院 2020年 11月 23日 

リカレント講座の一コマとして担当した。医療の分野で発達障害がどのように捉え

られているかを概説し ADHDの薬物療法や ASDのオキシトシン療法，デフォルトモ

ードネットワークを活用した画像診断について説明した。 

精神疾患の予防と 

発達障害について 

渡辺慶一郎 お茶の水女子大学 2020年 10月 26日 

オムニバス講義「ライフステージと心身の健康」の一コマとして担当した。発達障

害を含む精神障害について概説し、うつ病の運動療法、精神栄養学、睡眠の重要性

などに触れて啓発的な内容でプレゼンテーションを行った。 

共に生きる 

-発達障害について- 

渡辺慶一郎 
筑波大学附属駒場中学高

等学校 
2020年 7月 11日 

養護教諭が企画したオムニバス講義「共に生きる」の一コマとして担当した。相互

理解が困難とされている自閉スペクトラム症を中心に説明し，コミュニケーション

の可能性や心構えについて問題提起を行って高校生に話し合って頂いた。 

大学生が知っておく

と良い精神医学の 

基礎知識 

渡辺慶一郎 成蹊大学 2020年 12月 10日 

学生相談室が企画したオムニバス講義「大学生活と相互理解」の一コマとして担当

した。うつ病や双極性障害を中心とした気分障害や，統合失調症，At Risk Mental 

Stateなどに触れて啓発的な内容でプレゼンテーションを行った。 
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Ⅰ-4.各室の相談支援活動 1)学生相談所 

 

1．学生相談所の役割 

 学生相談所は、東京大学の学生に対する心理的支援を目的とし、相談支援研究開発センター(以下、

センター)では実践支援部門のカウンセリング分野に属する。役割としては以下を担っている。 

 (1) 修学、進学等の学生の個人的問題に関する相談 

(2) 学生の精神衛生に関する相談 

(3) 学生の精神的健康に寄与するための諸企画の実施 

(4) 前 3号の業務に必要な資料の収集及び調査研究 

(5) 学生相談に関するその他の業務 

 

2. 学生相談所の相談体制 

 学生相談所は、専任相談員、非常勤相談員(いずれも臨床心理士・公認心理師の資格を有するカウ

ンセラー)により、本郷・柏キャンパスの学生相談所および弥生・白金キャンパスの分室において、

東京大学に所属する学生を対象として、カウンセリング、ガイダンス等の心理的支援を提供してい

る。また学生に関わる問題について教職員や保護者等、関係者に対するコンサルテーションも行っ

ている。相談・支援にあたっては、学内外の医療機関、相談機関、関係部署との積極的な連携を図

り、問題の早期解決、深刻化重篤化の予防を目指している。本郷・柏の学生相談所には各 2 名ずつ

の受付職員が配置され利用者の窓口対応や所内の環境整備にあたっている。 

  

【2020 年度構成員】 

  高野 明  （常勤カウンセラー:所長/ピアサポートルーム室長兼任・准教授）  

榎本眞理子（常勤カウンセラー:講師）   大塚 尚 （常勤カウンセラー:助教） 

  藤原祥子 （常勤カウンセラー:助教）   伊藤理紗 （常勤カウンセラー:助教）    

  鬼塚淳子 （非常勤カウンセラー:ピアサポートルーム兼任・特任助教） 

  横山孝行 （非常勤カウンセラー:ピアサポートルーム兼任・特任助教） 

  山田恵美子（非常勤カウンセラー:学術支援専門職員）  

首藤和佳子（非常勤カウンセラー:学術支援専門職員） 

  古川真由美（非常勤カウンセラー:学術支援専門職員）   

河合由貴子（非常勤カウンセラー:学術支援専門職員） 

  杉村 舞  （非常勤カウンセラー:学術支援専門職員）     

庄山すわ子（非常勤カウンセラー:学術支援専門職員） 

 

３．相談活動 

【2020 年度相談状況概要】 

2020 年度 4 月～5 月の 1回目の緊急事態宣言下では、対面相談を全面的に中止し、メール、Zoom、

電話を媒体とした遠隔相談への移行体制を整えた。Zoom による遠隔相談への移行準備期間の 4 月～

	 66	 年報１



 
 

5 月、約 2 カ月間は、メール相談を中心とした対応で支援が途切れないよう補った。Zoom による遠

隔相談への体制整備後に、対面相談を中断していた継続利用者に個別の連絡を取り、遠隔による相

談再開を案内した。なお、大学の行動制限レベルの緩和に応じ、希望者に対する対面相談の実施を

調整している。 

 

【利用者数】 

2020 年度の利用実人数は、学生本人相談が 755 名、コンサルテーション利用が 219 名で合計 974

名であった。前年度の利用実人数との著変はない。学生本人相談のうち、令和 2 年度の新規利用は

466 名であった。過去 5年間の利用実人数を以下に示す。各年度利用実人数はキャンパスごとの利用

者数の総和である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 5 年間の、学生本人相談とコンサルテーションを含めた利用者延べ件数について相談形態ご

とに以下に示す。利用者延べ数は年々漸増傾向にある。2020 年度は、年度初めの 2 カ月間十分な相

談体制が取れなかったにもかかわらず、前年度より増加している。移動が伴わずにアクセスできる

遠隔相談の体制が影響したと考えられる。遠隔地居住者や別キャンパスの学生が利用可能となり、

また従来は不調時に来所が困難でキャンセルせざるを得なかった者やひきこもり気味の学生も在宅

で相談できるようになった。複数関係者が参集しての相談やコンサルテーションも、日程調整や場

所選定の問題を介さず容易に実施できるようになった。 

相談形態に関しては、対面相談に替わり 6 月より本格的に導入した Zoom が主要な媒体となった。

また、メール相談が増加したのは、大学の行動制限レベルに応じ、相談員も在宅中心の勤務体制を

とっていたため、Zoom 相談で補いきれない関係者間の調整、利用学生への心理教育的情報伝達等を

メールによって対応せざるを得なかったことによる。 

過去 5年間の実利用者数 
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過去 5 年間の利用者延べ件数 

 

【利用者の内訳と学生来談率】  

全利用者の内訳を下記に示す。学部生の利用は前年比約 2 割増加した。遠隔相談体制の整備によ

り、平時はキャンパスが異なり利用が困難

な学部前期の学生もアクセスしやすくと

なったことが影響していると考えらえる。

全体の利用者の中で約 3 割を修士課程の

学生が占める。なお、修士課程、博士課程

の学生やその他利用者の割合は前年と比

較し著変はなかった。 

 学生利用者の来談率（全学生に対する学

生利用者の割合）は 2.67％であった。前

年度は 2.55％であり著変ない。性別によ

る来談率は、男性が 2.02％、女性が 4.84％

であった。女性の高来談率は例年通りであり、女性のほうが相談機関への援助要請に抵抗が小さい

ことがうかがえる。 

 

【相談内容】 

 学生相談所では、利用者の相談内容の把握にあたり、米国の大学カウンセリングセンターで統一

的に使用されている Clinician Index of Client Concerns (CLICC)を導入している。CLICC では相

利用者の内訳 
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談内容が 44 項目に分類されており，この 44 項目について「主となる問題（主訴）」と「副次的な問

題（副訴）」を確認しているが、ここでは主訴のみの上位 10 項目を前年度 2019 年度の比較を示す。

上位を占める相談内容の項目は例年通りだが 2020 年度は前年に比較し「不安」の訴えが 1.7 倍に増

加したこと、「学業・研究」に関する相談が前年比 3 割減少したことが特徴である。これらの変化に

は、コロナ禍に伴う生活上の変化が影響していると考えられる。 

 

 

 

４４．．ググルルーーププ活活動動  

① オンライン・坐禅ワークショップ 

2020 年 3 月に開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響で延期していた坐禅ワー

クショップを、2020 年 5月にオンライングループ活動「『本当の自信』と坐禅」として実施した。初

めてのオンライン開催であったが 95 名とこれまでで最も多くの参加者を集めることとなった。佐々

木講師のオンラインならではの見せ方の工夫や、オンラインゆえの参加しやすさによって、例年と

は違った意味で、参加者に意義深い体験を提供できたと考えられる。 

参加者からは「自宅待機で凝り固まっていた身も心もすっきりしました」「生きるための姿勢（心

も体も）を学ぶことができた」「禅を組むときの姿勢はもちろんのこと、それを裏打ちする禅の精神

の根本を知れてよかった」といった感想が寄せられた。 

 

 

 

 

 

  

初回利用時の相談内容上位 10 項目 
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オンライン・坐禅ワークショップの実施状況 

企画内容 日時 場所 参加

数 

講師・スタッフ 

「本当の自信」

と坐禅 

2020 年 5月 11 日 

13:00-14:45 

Zoom 95 名 講師：佐々木奘堂 氏 

スタッフ：高野明・榎本眞理子・

大塚尚・藤原祥子・伊藤理紗 

 

② オンライン・グループワークショップ 

新型コロナウイルス感染症の影響で自粛生活を余儀なくされる学生を対象に、今の生活状況に応

じたストレス対処法を見つける一助となるよう、オンラインでのグループ・ワークショップを実施

した。参加者が実生活でも取り組みやすいよう、リラクセーションの実践や模擬事例を用いたディ

スカッションの時間を設けた。参加者の感想では、「普段の生活の役に立ちそう」という声も多く、

一定の効果が得られたと考えられる。 

 

オンライン・グループワークショップ 

内容 日時 参加数 担当者 

リラクセーション－体をゆるめて，

心もゆるめる－ 

2020 年 9月 10 日 4 名 伊藤理紗 

河合由貴子 

リラクセーション－気づいて，手当

てしましょう－ 

2020 年 12 月 18 日 16 名 伊藤理紗 

河合由貴子 

四角い頭を丸くする？－考え方の

選択肢を増やす練習－ 

2021 年 3月 26 日 26 名 伊藤理紗 

河合由貴子 
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５．コミュニティ活動 

 相談支援研究開発センターのウェブサイト下に、学生相談所のウェブサイトを設置し、、利用案内

および相談員によるコラム等を掲載している。 

2020 年度は、特に第 1 回目の緊急事態宣言下において、感染拡大により自粛生活やオンライン活

動が中心となった学生や関係者に向け、非常勤相談員を中心に集中的にコラムを執筆しメッセージ

を発信した。タイトルと執筆担当者を以下に示す。 

また大学の行動制限レベル変動に応じ、タイムリーな相談体制の周知を心がけた。セミナーやグ

ループ活動等の開催案内の際にも、このウェブサイトが重要な媒体となっている。 

  

2020 年度 相談員 コラム一覧 

掲載日 タイトル 執筆担当者 

2020 年 4月 1 日 内なる心の静けさ 古川 真由美 

2020 年 4月 8 日 不確実な時間のためのメッセージ 杉村 舞 

2020 年 4月 14 日 「人生にとって何が大切か」かけがえのないもの 首藤 和佳子 

2020 年 5月 15 日 出会うこと、対話すること 河合 由貴子 

2020 年 12 月 5日 リラクセーション・ワークショップを終えて 伊藤 理紗・河合 由貴子 

2021 年 2月 28 日 分離不安について（ご両親へ） 榎本 眞理子 

 

6. 主催研修会 

 新型コロナウイルスの感染リスクや自粛生活の影響による強迫性障害の罹患者増に備え、学内の

支援者対象に以下のオンライン研修会を開催した。 

 （題目）コロナ禍での OCD の対応 

 （日時）2021 年 3 月 15 日 13 時 30 分~16 時 30 分 

 （講師）岡嶋美代先生（BTC センター・道玄坂ふじたクリニック） 

 （参加者数）19 名 

 

7. 学生相談機関としての評価 

 学生相談所では、ハイレベルな国際的基準に合致した活動ができているかを自己点検し、国際的

認証機関による機関としての評価を受けることで、質の高い学生相談サービスを提供していること

を示すために、International Accreditation of Counseling Services (IACS)による認証評価を受

けている。 

 2019 年 1 月に実施された訪問調査の報告書が届いたことを受けて、7つの事項(グループカウンセ

リングの実施、業務マニュアルの作成、相談記録の管理方法、相談記録へのアクセス権限、カウンセ

ラー数の充実、施設の充実、スタッフの安定的雇用)について、その改善に向けた対応状況を含む年

次報告を提出し、認証の更新審査が 2020 年 9 月に完了した。 
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Ⅰ-4.各室の相談支援活動 2)精神保健支援室 

 

1． 精神保健支援室の役割 

精神保健支援室は、東京大学の学生・教職員の精神保健支援を目的に、以下の役割を担っている。 

1） 本郷・駒場・柏の保健センター精神科における精神科診療ならびに相談 

2） 保健センターでの定期健康診断におけるメンタルチェックの実施 

3） 学生への講義、教職員への研修会、冊子作成配布などによる精神保健啓発活動 

4） 本学の精神保健に関る環境やシステム改善のための提言実施 

5） 上記 1.,2.の改善ならびに 3.,4.実施の根拠となる臨床疫学データの解析 

 

2． 精神保健支援室の構成と相談・支援体制 

精神保健支援室は、本郷・駒場・柏の保健センター精神科における東京大学の構成員の精神科診

療に従事している。保健センター精神科では、各キャンパスに 1 名の看護師と 1-2 名の心理士が配

置され、当室教員（精神科医）と連携して、受診者のキャンパスライフを重視した診療・相談を行

っている。保健センター内科との連携により、精神疾患に併存する身体疾患の治療のほか、東京大

学医学部付属病院精神神経科との連携により、重篤な精神疾患の入院治療等も必要に応じて行うこ

とができる。このほか、教職員や保護者から、学生のメンタルヘルスに関わる相談にも対応するの

が特徴となっている。また、大学構成員の精神疾患予防にも力を入れており、保健センター看護師、

心理士、同健康管理室との連携により、健康診断事後措置により、メンタル不調者の早期発見、相

談・治療導入を試みている。 

 

渡邉 慶一郎 （精神科医：室長/コミュニケーション・サポートルーム室長兼任/准教授） 

大島 紀人（精神科医：副室長/ピアサポートルーム副室長兼任/講師） 

西村 文親（精神科医：助教） 

梶 奈美子（精神科医：助教） 

澤田 欣吾（精神科医：助教） 

稲井  彩（精神科医：助教） 

  

3． 相談支援活動内容報告 

精神疾患予防のために、健康診断時に精神保健に関わる web 問診を行っている。2020 年度は例年

健康診断を実施する 4 月 5 月に緊急事態宣言が発令され、実質的に登校が自粛されたため、時期を

変えて健康診断を実施した。緊急事態宣言後も授業や研究指導が在宅・オンラインで行われる場合

もあり、登校を要する健康診断の受診率は例年よりも低かった。健康診断時の問診から学生の精神

的健康を評価すると、不安・抑うつの傾向は 2020 年度も大きな変化は見られなかった。 

 

本郷・駒場・柏各キャンパスの保健センターにおける精神科診療について、利用者延べ数は

COVID-19流行前まで安定して増加傾向にあったが、2019年度末から流行が本格化したことで、2020
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年度はほぼ半減することとなった。2020 年度初めから COVID-19 流行のために緊急事態宣言が発令

され、キャンパスへの登校が控えられた期間もあったことが利用者減につながった。2020 年 4 月～

5 月にかけて最初の緊急事態宣言下では、対面診察を原則中止する一方で、継続受診者については、

電話による遠隔診療・必要な処方薬の郵送を行い、治療が中断されないように留意した。緊急事態

宣言解除後は、大学の活動制限指針、学生の登校状況に合わせて、感染症予防に留意し対面診察を

再開している。2020 年度末にかけて利用者数は回復傾向となったが、同年度の新規受診者数が前年

度の半分程度であったこともあり、利用者延べ数は、前年度より大幅減となった。 

 

保健センター精神科を受診する留学生についても、COVID-19 流行下の 2020 年度はほぼ半減とな

った。減少幅は保健センター精神科利用者全体とおおむね一致していた。 

 

保健センター精神科新規受診者の診断分類（ICD-10）をみると、頻度の多い疾患は、神経症、気

分障害、睡眠障害と、例年通りの傾向にあったが、COVID-19 流行下の R2 年度は神経症圏の診断の

多さが目立ち、全体の約半数となっていた。発達障害と診断される受診者の割合は減少していた。 

 

4． 教育，啓発活動 

2020 年度は、COVID-19 の影響を受けたメンタルヘルス上の問題に対応するため、学生や教職員

へ向けた「心の健康を保つために～保健センター精神科よりご案内」とした啓発資料を作成し、保

健センターホームページ上で公開した。 
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心の健康を保つために自身でできることを簡単に紹介、シンプルな内容で、短時間で確

認できることをわかりやすく伝えた（心の健康に関する一次予防）。 

さらに、二次予防として、既に精神科に通院されている、もしくはこの期間に、こころ

の状態が悪くなったと感じる方へ受診に関するエッセンスをまとめて掲載した。 
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感染拡大の状況や、変化する社会情勢とその影響を受けたメンタルヘルスの課題に向け

て、順次メッセージを公開しており、最初の緊急事態宣言とそれに伴う大学の閉鎖開始時

期（2020 年 5 月）には、「自分でできるケア（日常生活・体調編）」、「自分でできるケ

ア（不安・落ち込み編）」、「精神科に通院されている、もしくはこころの調子が最近良

くないと感じている東京大学の学生・教職員の方々へ」、「教職員の方々へ 新型コロナ

感染防止対策下における精神保健について」を掲載した。その後、世間で「自粛疲れ」な

どが話題になりつつあった時期（2020 年 10 月）に、新たに「学生のみなさんへ」「教職

員の皆様へ」としたメッセージを公開し、心身に蓄積しつつある疲労と負担への労りや対

処の仕方、相談窓口の案内などを掲載した。 

	 75	 年報１



Ⅰ-4.各室の相談支援活動 3)ピアサポートルーム 

 

１．ピアサポートルーム概要 

学生同士の支え合いと自主的成⻑の促進のために、学生ピアサポーター（PS）の養成とその組織運営

の支援を行い、キャンパス全体に支援を届けるアウトリーチを中心として、学生が学生を支えるピアサ

ポート活動を展開している。精神科医、臨床心理士、公認心理師の専任教員の指導をもとに様々なピア

サポート活動に取り組んでいる。2020 年度、新型コロナウイルスの感染拡大の影響に伴い、ピアサポー

トルームの活動は全てオンラインで行われた。 

 

2020 年度構成員 

高野 明 （ピアサポートルーム室長／学生相談所所長兼任・准教授） 

大島 紀人（ピアサポートルーム副室長／精神保健支援室副室長兼任・講師） 

鬼塚 淳子（ピアサポートルーム特任助教） 

落合 舞子（ピアサポートルーム特任助教） 

横山 孝行（ピアサポートルーム特任助教） 

稲田 幸子（ピアサポートルーム事務補佐員） 

 

 

２．PS の認定・活動概況 

各年度における PS の認定・活動の概況を表１に示した。2020 年度を 2019 年度と比較したところ、全

ての項目の数値が高くなった。特に、活動総時間はおおよそ 2 倍となった。 

表 1 年度ごとの PS の認定・活動概況 

 
2015 

年度 

2016 

年度 

2017 

年度 

2018 

年度 

2019 

年度 

2020 

年度 

年間認定者 47 名 41 名 35 名 38 名 42 名 52 名 

在籍 PS 数 44 名 81 名 94 名 103 名 117 名 140 名 

活動 PS 数 37 名 34 名 53 名 58 名 52 名 74 名 

活動率 84.1% 42.0% 56.4% 56.3% 44.4％ 52.9% 

活動総時間 
1175.5 

時間 

2908.2 

時間 

2261.0 

時間 

2552.2 

時間 

2105.5 

時間 

4145.5 

時間 

「年間認定者」は PS に認定された人数 

「在籍 PS 数」は年度末時点の本学在籍中の PS 数 

「活動 PS 数」はピアサポート活動に従事した PS 数 

「活動率」は活動 PS 数／在籍 PS 数 

「活動総時間」は PS 達の合計活動時間 
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３．ピアサポート活動の実際 

 PS がピアサポート活動の理念として VALUE と GOAL を設定し、各支援は GOAL のいずれかに寄与するこ

とを目指して取り組んでいる（表 2）。 

 

表 2 ピアサポート活動の理念 

ピアサポート活動の VALUE 

 東大生が満ち足りた学生生活を送ることを大切にする 

 

ピアサポート活動の GOAL 

以下の６つの点に寄与することを目指して活動する 

①心身の健康   ③人とのつながり    ⑤自己理解の深化 

②居場所づくり  ④役に立つ情報の交換  ⑥多様なものの見方の獲得 

 

 ピアサポートルームでは、チームを組んで活動している。なお、チームは各 PS の興味・関心に応じ

て自由に参画することができる。 

 

（１）交流イベント系の活動チーム 

 東大生同士のつながり作りや居場所づくり、役に立つ情報の交換ができるようにオンラインによる交

流イベントを定期的に開催したチームを表 3 に示した。2020 年度は交流イベントを 49 回開催し、述べ

220 名の東大生が参加した。 

 

表 3 交流イベント系チームの活動 

チーム名 活動内容と活動状況 

ラウンジチーム 
学生生活に関する話題などについて自由に雑談して交流する「オンラ

イン談話室」を 16 回開催。参加者 72 名。 

よゼミチーム 
毎回、特定のテーマを設定し、参加者間で対等に自由に対話する「よ

もやま語らいゼミ」を 13 回開催。参加者 78 名。 

本祭りチーム 
参加者同士、オススメの本や論文を紹介し合う「Virtual Book 

Festa」を 5回開催。参加者 28 名。 

駒場チーム 
主に駒場キャンパスの学生対象に、Zoom でできるアクティビティで交

流を図る「あつまれ駒場の部屋」を 8 回開催。参加者 21 名。 

柏チーム 
主に柏キャンパスの院生対象に、院生生活やキャンパス周辺の情報な

どについて語り合う「柏ゆる研」を 7 回開催。参加者 21 名。 

 

 

（２）情報発信・収集系の活動チーム 

 学生生活に有用だと思われる情報やピアサポートルームについて発信したり、東大生の支援ニーズを

収集したりするチームを表 4 に示しました。 
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表 4 情報発信・収集系チームの活動 

チーム名 活動内容と活動状況 

メルマガチーム 
学生の「ちょっと困った」に対してヒントを示すようなメルマガを

11 記事発行した。メルマガ購読者は 260 名。 

相談機関ガイド 

チーム 

学内の相談・支援機関の敷居を下げるために、キャリアサポート室ア

ドバイザーにインタビューし、その記事をピアサポートルームのホー

ムページで公表した。 

ストレスチェック

チーム 

東大生を対象に、新型コロナウイルスに伴うストレスについてのアン

ケートを実施し、260 名から回答を得て、その分析結果をピアサポー

トルームのホームページで公表した。また、分析結果は 2020 年 11 月

の全国大学保健管理研究集会にて研究発表した。 

広報チーム 

ピアサポートルームのホームページや SNS（Twitter、LINE）等の管

理、ピアサポートルーム公式ゆるキャラの制作、活動紹介冊子『支え

合いのキャンパスをめざして』の刊行、東大生を応援する年賀状を作

成してホームページで公開、PS 募集ポスターの制作を行った。 

東大生支援ニーズ

調査チーム 

ニーズをピアサポート活動に反映させるために、学生生活で困ってい

ることや学内に必要な支援などについて、東大生 9 名にインタビュー

し（5 回）、その内容のみをピアサポートルーム内で共有した。 

 

 

（３）期間限定的な活動チーム 

 定例的な活動ではなく、期間限定の活動の取り組むチームを表 5に示しました。 

 

表 5 期間限定チームの活動 

チーム名 活動内容と活動状況 

アウトリーチ 

授業チーム 

ピアサポートルームの教員が担当する授業に登壇し、ピアサポート活動の

実際について話したり、受講生のグループワークのサポートを行ったりし

た。PS が登壇・参加した授業は「支え合いのレシピ」「ストレス・マネ

ジメント論」「心身の実践科学」「ストレス・マネジメント概論」「安

全・安心教育」の 5 科目であった。 

上映会チーム 

2020 年 9 月 15 日、人とのつながり等の大切さを啓発するために、映画

「バベルの学校」を Zoom で上映した。当日は、「バベルの学校」配信会

社（ユナイテッドピープル社）の関根健次さんをお招きし、PS と関根さ

んのトークショーを行った。また、多様性などについて参加者同士のディ

スカッションも行われた。参加者は 151 名だった。 

オンライン 

エクササイズ 

チーム 

2021 年 2 月～3 月、相談支援研究開発センターが主催した「オンラインエ

クササイズ」において、PS が司会や運動動画を配信したり、エクササイ

ズ後の交流会を実施したりした。交流会は 5 回開催し、13 名が参加し

た。 

活動報告会 

チーム 

2021 年 3 月 22 日、2020 年度のピアサポートルーム活動報告会を行った。

学外ゲストの NPO あなたのいばしょ理事長の大空幸星さんから「相談窓口
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を立ち上げた現役大学生が孤独対策を提唱するワケ」というタイトルで講

演をしていただいた。また、ピアサポートルームの各チームのからの活動

報告の後に、大空さんと学内ゲストの東京大学先端科学技術研究センター

湯浅誠特任教授からコメントをいただいた。参加者は 120 名だった。 

 

 

（４）新規チーム 

 2020 年度末、新たなピアサポート活動に取り組むためのチームが結成されました（表 6）。各チーム、

2021 年度からピアサポート活動を実施できるように準備を行いました。 

 

表 6 新規チームの活動 

チーム名 活動内容 

キャリアチーム 

このチームは、東大生がキャリアについて考えたり、自身のキャリア

観を表現し合ったりする活動に取り組むために結成された。2021 年 5

月に就職活動上の悩みに関するイベントを開催するために、PS で準

備・検討を行った。 

健康チーム 

このチームは、東大生の心身の健康に関わる活動に取り組むために結

成された。実際の活動内容は 2021 年度に入ってから検討することにな

った。 

自習室チーム 

このチームは、利用者同士が学習でわからないところを教え合えるオ

ンライン自習室を開催するために結成された。2021 年 4 月から自習室

を開催するために、PS で準備・検討を行った。 
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Ⅰ-4.各室の相談支援活動 4) コミュニケーション・サポートルーム 

 

1.コミュニケーション・サポートルームの概要 

 コミュニケーション・サポートルームは、人とのコミュニケーションに関する悩み、注意力の問

題、他の人と違う考え方・感じ方に関する悩みなどについて相談する窓口である。自分の悩みが発

達障害/神経発達症群（自閉スペクトラム症(ASD)や注意欠如多動症（ADHD）など）に関係があるの

ではという相談にも応じている。必要な場合には心理検査などを実施することで、自己理解を深め、

困っていることに対する環境調整や工夫などの方策のアドバイスし一緒に考えている。 

 

2.相談体制(2020 年度) 

渡邉 慶一郎（精神科医：室長/精神保健支援室長兼任/准教授） 

川瀬 英理 （心理士：副室長/専任/助教） 

綱島 三恵 （心理士：専任/特任専門員） 

尾崎 友里加（心理士：週 3 日/教務補佐員） 

岩崎 沙耶佳（心理士：週 2 日/教務補佐員） 

峰本 さやか（受付：週 1 日/事務補佐員） 

岸田 由美子（受付：週 4 日/派遣職員） 

 

表 1 キャンパス・曜日別の相談員配置 

 月 火 水 木 金 

本郷 

川瀬 

綱島 

尾崎 

岩崎 

綱島(隔週) 

綱島 

渡邉

(PM) 

 

川瀬 

綱島 

尾崎 

川瀬 

尾崎 

岩崎 

駒場   川瀬  綱島 

柏  綱島(隔週)    

＊2020 年 4 月の新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言発出により、在宅勤務と

なり、完全な遠隔（メール、電話、zoom）での相談体制となった。そのため、上記キャ

ンパス別の勤務はなくなった。緊急事態宣言解除後、受付員 1名＋相談員 1名により開室

し、同曜日のスタッフは在宅での相談となった。 

 

3.相談支援の状況 

(1)年間延べ利用者数 

ここ数年 3000 件以上あったが、2020 年 3 月頃より新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、

遠隔相談へ切り替えたことから、2020 年度は延べ利用者数が減少（図 1 参照）、特に初めて緊急事

態宣言が発出された 4 月には、完全に在宅勤務となったことから、相談体制の新たな構築が必要と

なり、４，５月の相談件数は、2019 年度の半分以下であった。6 月以降は徐々に相談数が例年に近

づき、8 月にはほぼ同数となった。利用者の属性の内訳は例年と変わりなかった。 
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(2)来室経緯 

新規利用者の来室経緯については、

自主的に利用する学生 65.8％（例年

40％台）が例年より大幅に増加した

（図2参照）。これは、遠隔相談とな

ったことでの、相談のアクセスのし

やすさにより増えた可能性もある

が、一方で他の相談施設や医療機関

からの紹介が減っていることも関係

している。コロナ禍においても必要

な連携ができるよう、その方法を見

直す必要がある。 

 

 

 

 

 

(3)利用者内訳 

前年度からの継続利用は例年通りであり、実利用者の減少はほぼ新規利用者の減少によるもので

あった。考えられる理由として、初回利用時の主な相談内容のグラフを参照していただきたいが

（図 3）、当室の特徴として「発達障害の評価」などが上位を占めている。新型コロナ感染症の流

図 2 2018 年度からの新規利用者の来室経緯の推移 

図 2 2018 年度からの新規利用者の来室経緯の推移 

図 1 2016 年度からの相談延べ件数の推移新の推移 
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行により、発達障害の評価においてよく

実施される対面による「心理検査」を中

止していたことの影響が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)相談内容 

新規利用時の主な相談内容で 2019 年度と比較し変化が見られたものは、進路、就職関係（16％

→11％）と、研究関係（10％→16％）であった。進路、就職関係の相談が減った理由について、実

際の相談内容から推測すると、「コロナ禍において在宅勤務など多様な勤務形態が普及し就労のチ

ャンスが増えた」という前向きな理由と、「（コロナ禍で採用を絞る企業がある中で）今は特別な

時期であるため、進路について考えることを先延ばしにできる」という後ろ向きの理由が関係して

いると考えられた。また、研究関係の相談が増加した理由として、「登校して実験する計画が思う

ように進まない」、「（感染症予防のため）在宅で研究しようとしてもやる気がでない」といった

困りごとが目立った。これには、環境を整えないと作業に集中ができないといった ADHD（注意欠如

多動症）の特性の影響が関係するケースも見られた。 

 

 

(5)修学支援、就労支援 

実利用者の中で、修学支援（教職員への配慮依頼等）が必要な学生は 16％だった。例年約 20％で

あり、やや減少した。相談内容からも、講義の受講や研究を在宅で実施することが増加し、教職員

や周りの学生とのかかわりが減り、学生自身の特性を説明する必要が減ったこと、オンライン授業

システム（ITC-LMS 等）の利用により、授業の配布資料や課題の情報を得やすくなったとの話も散

見された。 

就労支援については、例年通り、全利用者の 21.6％であり、家族連携についても。例年とほぼ同

じ 13.8％であった。 

 

(6)転帰（図４参照） 

・実利用者の 2020 年度末の転帰は、例年通りであり、年度内（在学中）支援終了者と、2021 年度

図 3 2020 年度 初回利用時の主な相談内容 
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以降も継続利用が必要または

希望した学生の割合が、とも

に4割であった。また、卒業ま

で利用した学生は 12％であっ

た。この群の学生ほとんど

は、「卒業まで相談や支援が

必要であった」ことから、医

療機関や相談施設を紹介して

終了としている。 

 

 

 

 

 

 

4.主催イベント 

(1)コミュニケーション・サポートルーム利用者限定“オンラインコミュサポ交流会” 

日時：2020 年 9 月 3 日～9 月 24 日の毎週木曜日 12 時～12 時 50 分の計 4 回。 

参加者：全 12 名（実人数 5 名） 

目的： 

守られた環境で人の話を聴いたり人に話すことで楽しい時間を増やし人付き合いに慣れること。 

内容： 

１）アイスブレイクコーナー（10 分程度） 

共有ホワイトボードを利用したお絵かきしりとり、スクイッグル（順番に絵を足していく） 

２）自分が得意あるいは興味のあることを 5 分で説明した後、質問コーナーを設ける。 

 

感想等： 

・家にずっといる中でこのような場に参加して、めりはりがついた。 

・コミュニケーション・サポートルームを利用している学生と交流を図ることができてよかった。 

・自分の体験を話せ、 他の人の趣味や経験など聞き、コミュニケーションを取る機会になり面

白かった。 

・参加者の方に親近感を持ち前向きな気持ちになれた。 

 

考察： 

交流会参加者は実人数5名であり、多くはなかった。参加した学生の感想は良かったため、3月

にも企画したが、参加者が 1 名であり、交流会は中止となってしまった。当室の利用者は、もと

もと人との交流を積極的には望んでいない学生が多い。利用者を当室利用者に限定することのメ

リットは、自分と似た特性の学生と交流でき、コミュニケーションが苦手でも安心して参加でき

図４ 2020 年度末時点の転帰 
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ることであると考えていたが、開催中止とならないよう、告知やエントリー方法、もしくは、全

学向けにするなど、対応を引き続き考える必要がある。 

 

(2)オンライン自習室 

日時：2021 年２月 15 日～3 月 4 日 ＜月～木曜日＞ 12 時～13 時  

参加人数（コミュニケーション・サポートルーム利用学生限定）：全 3 名 

目的： 

１）一人で勉強を始めることができない学生のために、準備態勢を作る機会を設ける。 

２）参加者の前で計画や成果を発表することで、モチベーションを上げる。 

３）生活リズムを作る。 

内容：  

・オンラインで、スタッフが 1 名見守る中で、1 時間勉強をする。  

・集中していないようであれば、スタッフが声掛けをする。  

・申し込み者が参加していない場合は、スタッフが電話をする。  

考察： 

普段スケジューリングをしても、全く課題に取り組めない学生が、オンライン学習室を利用

することで課題を進めることが出来た。しかしながら、課題のモチベーションを上げること

は難しく、数回の利用にとどまった。このため、学習状況へのゆるやかな監視と学習意欲の

両方へのアプローチが必要と考えられた。 

 

(3)発達障害・精神障害学生支援検討会、第 7 回発達障害学生の支援勉強会 

日時：2021 年 2 月 27 日（土曜日）9：30～16：30 

＊別途、本年報に報告あり。 

 

5.面談室の写真 
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Ⅰ-4.各室の相談支援活動 5)留学生支援室 

  

1.本学における留学生への相談・支援 全学体制 

(1)相談支援体制 

センター設立と同時に設置された留学生支援分野は、本学の学生支援サービスが、留学生を含む

多様な構成員のニーズに即したものとなるよう努めることをミッションとしている。留学生支援分

野の 3 名は、センターの他室と協力しながら業務に携わると同時に、引き続き、グローバルキャン

パス推進本部国際化教育支援室（留学生支援室/駒場支所カウンセリングセクション）において、

国際支援課職員とともに留学生対応にあたっている。したがって以下では、国際化教育支援室にお

ける、留学生への学生相談・支援の実践について、参考資料として報告を行う。 

 

(2)留学生支援室の支援体制 

支援内容は、以下の通りであり、日本語・英語・中国語での相談対応や、各種プログラムを企

画・運営している。なお、留学生支援室は、本郷キャンパスに設置されているが、全学の留学生・

外国人研究者等が利用可能である。また駒場Ⅰ、Ⅱキャンパス所属の留学生等の英語による専門的

なメンタルヘルス支援ニーズに対応するために、国際化教育支援室駒場支部にカウンセリングセク

ションを設置し、英語によるカウンセリングサービスを提供している 

 

・日本語・英語・中国語での個別相談の実施 

・留学生の日本での就職活動を支援 

・留学生活・学生生活を支える情報の提供 

・国内生や地域の日本人ボランティアとの交流プログラムの実施 

・留学生と地域社会、企業等を結ぶ活動の実施 

 

2.留学生支援室の活動（2020 年度） 

(1)新型コロナウイルス感染症拡大下の留学生相談・支援の全体状況 

2020 年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、留学生受け入れが大きく混乱し、在籍する

留学生の支援においても、多くの困難に直面した一年であった。留学生が気軽に立ち寄り、交流活

動に参加登録したり、相談を行なったりする場であったGoGlobalセンターサポートデスクは、2020

年 4 月以降対面対応を中止、学内外での留学生と日本人学生、地域市民等との対面での交流活動機

会も休止された状態にある。 

一方、対面で行ってきた支援事業をオンラインによる実施に切り替え、コロナ渦においても、基

本的な支援機能は維持してきた。2020 年度の前半は、水際対策による出入国の制限、国や大学等か

らの経済的支援、在留管理に関する様々な特例的対応等、大学経由で留学生に重要な情報を発信す

る機会が多く、正確な情報把握が極めて重要となった。そのめ、本部国際支援課をはじめとする、

関連部署と常時情報を共有しながら、迅速に正確な情報発信を行うことを心掛けた。また来日して

おらず、問い合わせ先がよくわからない、新入生等や、来日後の隔離期間にある学生に対して、一

次コンタクト窓口としての役割を担い、学内の担当窓口につなぐ機能を担った。さらに、メンタル
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ヘルス面での不安を抱える学生に対しては、相談支援研究開発センターの各室と連携・情報交換を

行いながら対応を図った。 

 

(2)個別相談対応 

2020 年度の対面・Zoom・メール・

電話等における対応のべ数は、

5,494 件（駒場における対応件数

439 件を含む）であった。そのうち

学内者は 4,047 件である。学内者の

利用については、複数回利用者の増

加や、遠隔相談による他キャンパス

からの利用者の増加等もあり、年間

を通じてののべ件数は、例年と大き

く変わらなかった。 

月ごとの利用者のべ数、利用者の身分

等を図１、２に示す。なお学外者対応に

ついては、地域交流を担う市民や、入学

希望者等の対応等がなくなり、大きく減

少したが、留学生採用行う企業等との連

絡や問い合わせへの対応は、メール・

Zoom 等で大きな支障なく実施した。 

相談内容としては、表１に示す通り、

心身健康・適応問題に関する相談対応件

数が増加、交流活動関係/海外留学関連

が減少した。 

新型コロナウイルス感染症の 

影響が直接的、間接的に表

れ、学生生活、精神健康等

様々な領域に影響を及したこ

ともあり、複合的な訴えが目

立った。また、GoGlobal セン

ターの閉室により、生活問題

等に関して、予約なく、必要

な時に訪れて支援を得ること

が困難となったが、一度利用

した学生等が、その後も利用

を重ねるケースがみられ、日

常生活で手助けを得ることが

表中（ ）内は学内者数  

表 1 2020 年度 相談件数（のべ数） 

図１ 相談件数 月別（学内者のみ） 

図 2 学内利用者 身分別  
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できる人間関係の広がりが困難なことがうかがわれた。さらに教員や友人経由の相談となりにくく、

学生の孤立状況に周囲が気づいていないと思われる場合もあった。 

こうした対応に加え、体調不良の際に、休養のために一時帰国することや、保護者等が来日して

学生を支えることができなくなり、健康面に問題が生じた際に、対応が非常に困難な状況が複数回

生じた。関係部局や保健センター等と連携しながら対応を行ったが、この状況は、2021 年度に入っ

ても続いており、健康面の問題に関する危機対応は、留学生を受け入れる大学において課題の一つ

といえる。 

心身健康上の問題に加えて、就職に関する相談も、のべ件数が増加した。背景には、留学生の積

極採用を控える企業側の動きや、学外イベントの中止・縮小等があり、さらにキャンパスで過ごす

時間の減少によって、留学生間の横のつながりが十分に生まれておらず、卒業後の進路選択に関す

る悩みが解決しにくい状況が続いている。一方、就職支援関連のイベントをオンライン実施とした

ことで、他キャンパスの学生の参加が容易になった側面もある。 

 

※１ 就職・進路相談のうち学外者は、主に企業関係者 

※2「海外留学」に関する対応は 2018 年度よりサポートデスクで週 3 日午後 

国際交流課特任専門職員対応（2020 年度はメール対応のみ） 

※3 駒場I・IIキャンパスでの英語カウンセリング対応を含む（2019年度 446件、2020年度439件） 

 

(3)就職支援関連の事業（セミナー・ジョブフェア等）   

2020 年度に留学生支援室において実施した就職支援関連のイベントに、１回以上参加した学生数

（実数）は、計 541名 （留学生：489 名/ 日本人学生：52 名）であった（詳細は資料１参照）。 

  

(4)交流支援流事業 （ ）内 2019 年度 

以下は留学生支援室実施分、国際化教育支援室駒場・柏支部実施分交流事業等は含まず。 

  

a)学内学生交流 （2020 年度はすべてオンラインで実施）  

・言語交換  

参加者：留学生 221 名（380）、日本人 300 名（382）、合計 521 名（762）  

※交換留学生の減少により、留学生の参加者数は減少  

･中国語茶話会 週１回（昼休み）  

参加者：留学生 254 名（167）、日本人 156 名（91）、合計 410 名（258） 41 回実施（36 回）   

  

b)市民との交流 

・FACE プログラム（市民との一対一日本語交流）/ 日本語交流本郷  

学外者の立ち入り禁止により、新規登録、組み合わせともに休止中。日本語を話す機会を希

望する学生からの要望に応じて以下２つを試行実施。  

・日本語交流の場本郷（オンライン） 

2021 年 3 月（4 回）/留学生 61 名、日本人市民ボランティア 33 名参加  
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・文京区社会福祉協議会/文京区内企業の社会貢献活動の一貫としての交流企画 

2021 年 1 月～実施  

  

(5)情報発信等     

・留学生向けメールマガジンの発行 隔週木曜日発行   

・新学期 生活オリエンテーション/部局実施留学生対象オリエンテーション（オンライン） 

・地震防災セミナー・・地震研究所の協力を得て、オンラインで実施 

 

(6)その他の活動  

・調査・研究活動 

全学の学生生活実態調査（留学生版調査）第70回学部生対象調査の作成、実施に協力を行っ

た。さらに、国際化教育支援室の日常学生支援業務を通じて得られるデータの教育・研究活動

への活用に関する規則を制定し、実践研究と実務を連動させながら、学生支援の質の向上を図

る体制を整理した。 

 

・学内外連携・協力 

（学内） 

相談支援研究開発センター 各室との連携 

部局における FD・SD/ガイダンス等への協力 

キャリアサポートに関する、学内の関連部署との連携・情報交換 

（国立大学間） 

国立大学法人留学生センター等留学生指導担当研究協議会（主催）2020年 9日 8日(オンラ

イン)  

（学外連携） 

文京区社会福祉協議会と協力し、文京区内の企業と留学生との交流活動を実施した。
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資料１  2020 年度 就職支援関連イベント（留学生支援室 主催） 一覧 

  

以下、特に記載のないものについては、留学生支援室 原田講師が実施  

  

1）Global Career Seminar 「Get to know -チームラボ編」（英語） 

目的・内容：従来と異なる採用形態、就業形態の企業の理解を深める。  

日時：2020 年 10 月 29 日（木）18:00-20:00   

場所：Zoom による開催 (前年度は企業訪問)  

講師：チームラボ社 人事担当 ・ 外国人社員   

参加者：51 名 (事前申込 71 名) （2019 年度 65 名）   

  

2）就職のためのガイダンス Part1 -これから就職活動を始めるためにー（日本語） 

目的・内容：日本における就職活動をゼロから理解する/留学生としての就職活動の留意点(在留資

格等に関連した理解)/企業の選び方、自己分析等  

日時・参加者  

第 1 回：2020 年 10 月 5 日(月）16:00-17:30 60 名(事前申込 82 名)   

第 2 回：2020 年 11 月 9 日(月）16:00-17:30 30 名(事前申込 38 名)  

第 3 回：2021 年 1 月 13 日(月）16:00-17:30 21 名(事前申込 26 名)   

柏キャンパス学生対象：2020 年 10 月 14 日(水）12:00-13:30  2 名 (申込者 13 名)    

  

3）留学生 Career ゼミ  

3)-1 留学生 OBOG から聞くー日本就職とキャリアを考える Ｉ （日本語） 

日時：2020 年 10 月 21 日（水）16:30-18:00   

場所：Zoom による開催   

講師：本学卒業生（中国出身）日系総合研究所勤務  

参加者：50 名(事前申込 61 名)   

  

3)-2 留学生ＯＢＯＧから聞くー日本就職とキャリアを考える Ⅱ （英語・日本語） 

日時：2020 年 11 月 12 日（水）16:30-18:00   

場所：Zoom による開催   

講師：外資系メーカー勤務・本学卒業生 (フランス出身/日系企業から外資系企業への転職経験者  

参加者：59 名(事前申込 69 名)   

  

3)-3 留学生 OBOG から聞くー日本就職とキャリアを考える Ⅲ （日本語） 

日時：2020 年 12 月 11 日（金）10:00-11:30   

場所：Zoom による開催   

講師：本学卒業生(中国出身）/日系企業⇒外資転職経験・第三国移住経験者   

参加者：59 名(事前申込 69 名)   
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4）業界・企業を知るセミナー  （日本語） 

日時：2020 年 11 月 17 日（火）16:30-18:00   

場所：Zoom による開催   

講師：村上 豪氏（㈱ダイヤモンド・ヒューマンリソース）   

目的・内容：業界、職種について知り、自分にあった就活ための情報を得る、、COVID-19 で変わる

就活を把握する   

参加者：50 名(事前申込 57 名)   

  

5）シンポジウム 留学生が日本で働くということ-企業人事の人と本音でディスカッション- 

日時： 2020 年 12 月 3 日（木） 16：00-19：30   

場所： Zoom による開催   

対象： 就職活動中、進路検討中の留学生  

参加者：77 名(申込者 113 名)   

内容：   

人事担当者による基調講演   

企業人事担当者、卒業生（留学生）、参加留学生の直接対話形式ワークショップ   

グループワーク （ブレーアウト 12 グループ）   

協力企業：電気・機械メーカー、金融、流通等計 11 社の人事担当者（部長職から若手社員 32 名）   

  

6）留学生対象 合同企業説明会 ジョブフェア  （共催：キャリアサポート室）   

日時：2021 年 1 月 22 日（水）/ 2021 年 1 月 23 日(木) 時間： 13：15‐17：00（両日とも）   

場所：Zoom による開催   

企業数：各 ８社 （例年 12-15 社程度、 今年度は不参加の意向の企業が約４割）  

参加者：1/22：134 名（事前申込 153 名） 1/23： 108 名（事前申込 146 名） 計 242 名    

参加学生出身国・地域：中国 （139 名）、インド（ 11 名）、韓国 （10 名）、米国 （10 名）、台湾 

（6 名）を含む、計 33 か国・地域  

  

7）JETRO 共催 外資系企業招致イベント Link to The World（共催：キャリアサポート室）（英語）  

パネルディスカッション：外資系で働くということを知る（中止）/外資系企業ブース交流会のみ  

日時： 2021 年 2 月 3 日（水）14:00-17:15   

場所： Zoom による開催   

対象：日本人学生・留学生（これからキャリアについて検討を始める段階の在学生）  

内容：ブース形式の外資系企業の紹介・交流会   

目的：外資系企業について理解を深め、国内外でのキャリア形成について考えること  

参加企業： 25 社   

参加者：187 名（申込 225 名）
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Ⅰ-4.各室の相談支援活動 6)なんでも相談コーナー 

 

1. なんでも相談コーナーの沿革 

2008 年 4 月に総長室直轄の組織として「学生相談ネットワーク本部」が設立された。同本部の目的

は、東京大学における学生をはじめとする大学構成員に対する相談・支援機能の強化を図るという

ものだった。この目的を具現化するために、相談業務の連携及び拡充、心理・予防教育プログラムの

開発と運営、学生及び教職員の心の健康等を育む研修会等の実施が掲げられた。 

当時の学生相談ネットワーク本部には、学生相談所と精神保健支援室に加え、なんでも相談コーナ

ーが設置された（後にコミュニケーション・サポートルーム、ピアサポートルームも加わった）。な

んでも相談コーナーでは、学生の悩みやニーズをより広く受けとめ、単なる振り分け機能に留まら

ず一歩踏み込んだサービスを提供することが期待された。「誰に相談して良いか分からない」「どこ

に行ったら良いか分からない」「学内に居場所がない」などの困り事を受けとめ、総合的な見立てと

最適な相談先に繋げることが求められた。さらには、各種会議の運営、各種ワーキングの開催や、同

本部に係わる業務の連絡や調整など、同本部の運営オフィスとしての機能も兼ね備えていた。 

学内の相談施設の案内窓口という機能を十全に果たすためには、総合的な見立てを行うための評価

面接が必要であり、加えて他相談施設では取り扱いにくい相談も請け負うことが想定されたため、

他相談施設とは異なる特徴を兼ね備えていた。即ち、相談員は事務職員（あえて専門家を配置せず

相談の敷居を低くする）、相談者の属性を限定しない（匿名でも相談可能）、相談内容を限定しない、

予約は不要、対面だけでなく電話相談も可能とした。これらの特徴を生かして、相談自体への抵抗

感を減らし、学内の多彩な問題を把握することも期待された。 

当初、本郷キャンパス（安田講堂２階、後に移転）になんでも相談コーナーが設置され、２名の事

務職員が配置された。当時の延べ相談件数は、1、419 件（2008 年度）、1、813 件（2009 年度）であ

った。高いニーズに対応するために、2010 年 3 月に白金キャンパス（現在 1 号館 1 階 136 号室）、

2011 年 11 月に柏キャンパス（基盤棟 2 階 2B5 室）、2013 年 4 月に工学部（工学部 8 号館 133）、2014

年 5 月に弥生キャンパス（農学生命科学図書館 3 階）の分室が開設され、人員も 2012 年 4 月からは

4 名まで増員された。駒場キャンパス以外の各主要キャンパスになんでも相談コーナーが設置され、

構成員の多様な困りごとに対応する体制となった。 

 

2. なんでも相談コーナーの

利用件数の年次推移 

(1)利用件数と利用実数 

 延べ数、実数の年次推移を図

2-1 に示した。それぞれは、相

談者本人、支援者、相談の随伴

者を加算した値を用いた。利

用件数のピークは 2012 年度、

利用実数のピークは2009年度
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であった。2015 年度から件数と実数はおおむね一定していたが、2020 年度は新型コロナウイルス感

染症蔓延の影響でキャンパスの入構制限があり、これを契機に件数と実数は低下した。 

 

(2)利用者の属性 

利用件数のうち、相談者の属

性内訳の年次推移（2008 年度

から 2020 年度まで）を図 2-2

に示した。学部学生と大学院

学生（修士）で大多数を占める

傾向（38.3 から 58.1%）は 13

年間大きな変化はなかった。 

 

 

 

(3)支援者の属性 

図2-3に利用件数を占める支

援者の属性内訳の年次推移

（2008 年度から 2020 年度ま

で）を示した。年度によっては

教職員が多く関与したことも

あったが、家族・親族からの相

談が各年度 100 件程度は認め

られた。 

随伴者は少数であるため分

析からは除外した。 

 

(4)相談内容 

図 2-4 に相談内容（重複選択可能）の年次推移（2008 年度から 2020 年度まで）を示した。上位を

占める「心理的な問題」と「学

務上の問題」の合計で 52.6 か

ら 76.7%を占めていた。前者の

うち症状面では「鬱、落ち込

み」と「不安・緊張」が上位を

占め（20.0 から 36.0%）、その

発生と関連している場面とし

ては「職場・研究室」が高い比

率を占めていた（12.0 から

30.2%）。 
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3. 2020 年度の特徴 

(1)相談件数 

 2008 年度からの推移は、2-(1)の通りピーク時から減少した状態が続いていたが、2019 年度の利用

件数と実利用者数と比較するとさらに減少した。 

 

月毎の相談件数をみると、第

一回目の緊急事態宣言が発令

された2020年 4月から5月で

特に落ち込んだが、それ以降

も 2008 から 2019 年度の平均

と比べるといずれの月も低か

った（図 3-1 参照：誤差線は

標準偏差）。 

 

 

 

(2)相談内容 

図 3-2 に、2008 年度

から 2019 年度までの

相談内容の内訳（比

率）と、2020 年度の内

訳（比率）を対比して

示した。グラフの誤差

線は標準偏差を示し

ている（以下同じ）。相

談内容の上位を占め

る「心理的な問題」は

例年に比べて減少傾

向、「学務上の問題」は

増加していた。さらに、「心理的な問題」の内訳を図 3-3、「学務上の問題」は図 3-4 に示した。 
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例年「心理的な問

題」の上位を占める

「鬱、落ち込み」と

「不安・緊張」は、

2020 年度でも大き

な変化は無く高い

割合を占めていた。

また、「鬱、落ち込

み」と「不安・緊張」

と関係しうる場所

の「職場・研究室」

も変わらず高い割

合だった。 

それ以外で目立った変化は、「引きこもり・登校拒否」に関する相談が、全体に占める割合は少ない

ものの、これまでと比較して減少していた。キャンパスの入校制限によって登校の必要が無くなっ

たため、この問題に直面しなくなったためと推測される。同様に割合は少ないものの、「心身不調」

は増加傾向、「家庭内の問題」は増加していた。「心身不調」は不定愁訴や心理的原因による体の不調

感を反映しているため、これまでと異なる生活スタイルを余儀なくされていることが関係している

と推測された。「家庭内の問題」は主に親子関係を反映しているため、元々課題として抱えていた親

子関係の問題が、実家暮らしが長くなることで顕在化していることが考えられた。 

 

「学務上の問題」

では、「学習停滞」の

訴えが著しく減少

し、「学務情報提供」

が増加していた。こ

れまでは学生同士

の雑談で解決され

ていたものが、対面

でのやり取りが減

った分、インフォー

マルな情報共有も

減ってしまった影

響が考えられた。部

局の学務課や教務課でも同様の問い合わせが増えているかもしれない。学習停滞の訴えが少なかっ

たのは、学業の内容理解や研究の進捗自体の問題が少なくなったとは考えにくい。学務情報の確認

が前景に出ていることと合わせると、修学上必要な基本情報の収集に追われて学業自体の困り事ま

で手が回らなかった可能性が考えられた。 
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(3)相談体制 

４名の職員が対面と電話での相談を行っていたが、新型コロナウイルス感染症対策として Zoom に

よる相談体制を整備し、直接対面でやりとりが必要な場合はアクリル板の設置、マスク着用、手指

消毒、面接室の換気といった感染対策を十分行って実施した。 

2020 年度構成員 

渡邉 雅夫  （なんでも相談コーナー室長／特任専門員） 

市川 賀一  （相談員／学生相談支援課上席係長） 

池田 望   （相談員／学生相談支援課係長） 

上間 よしみ（相談員／学生相談支援課一般職員） 

 

 

4. 課題と展望 

2020 年度は新型コロナウイルス感染症蔓延の影響で、学生や教職員の心理面や学務上のことで負

担が増えていると思われる。今後も感染状況に合わせた支援活動が必要であろう。なんでも相談コ

ーナーの特徴を生かして、構成員への支援窓口としてさらなるサービスが期待されている。相談の

件数や実利用者数が 2015 年度から下げ止まった状態で経過していることを踏まえて、今後の相談体

制や相談方法の見直しや、新たな支援方法の導入を検討したい。 
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Ⅰ-5.相談支援研究・実践開発報告会 

 

当センターでは、センター内の構成員の相互理解を深めることを目的に、2020年度より、月１回

程度の頻度で、相談支援研究・実践開発報告会を開催している。主に、センター内での活動や発表

者の研究活動について発表・議論を行っている。2020年度の会の概要は以下の通りである。 

 

第１回（2020年9月3日・24名参加） 

発表者：横山孝行（ピアサポートルーム） 

「活動時間の経過からみたピアサポーター（PS）の各タイプの特徴」 

PS の持続的な活動参加に向けて有効な指導法はあまり研究されていない。有効な指導法を検討す

るためには、学生理解を深めることが不可欠である。そこで、まずは PS のタイプについて理解を深

め、そのタイプに応じた指導法を探究することが有益と考えた。先行研究を参考に、精神的健康、コ

ミュニケーションスキル、ソーシャルサポートの数、ソーシャルサポートの満足の観点から、ピア

サポーターのタイプごとの属性および活動時間の経過の特徴を検討した。 

クラスタ分析の結果、健康社交群、不調孤立群、中間群の３群に分かれた。健康社交群は活動時間

が比較的変動しない傾向である一方、不調孤立群の活動時間が大きく変動する時期があり、中間群

も一時期活動時間が減る傾向が見受けられた。これらの結果から、群ごとに望ましいと考えられる

指導法について考察した。 

 

第２回（2020年10月9日・19名参加） 

発表者：伊藤理紗（学生相談所） 

「安全確保行動の用い方がエクスポージャーの治療効果に及ぼす影響性の差異」 

学生相談所の実践活動として、コロナ禍の学生へのストレスマネジメント対策の一環として開催

した、オンラインでのリラクセーショングループの報告を行った。その後、研究活動について、安

全確保行動の用い方がエクスポージャーの治療効果に及ぼす影響について、発表が行われた。エク

スポージャーは、不安の対象にあえて曝露させる技法であり、不安症状の低減に有効であることが

言われている。安全確保行動は、恐怖場面内で生じる不安の軽減を目的に用いるさまざまな情動制

御方略であり、一般的にはエクスポージャーの治療効果を阻害することが指摘されている。しかし

近年、一部の実験研究において、安全確保行動がエクスポージャーの治療効果を阻害しない報告が

見受けられることから、その要因を実験的に検討した。検討の結果、恐怖が高まる条件を満たすこ

とで、安全確保行動は治療上有害性が低い可能性が示された。 

 

第３回（2020 年 11 月 26 日・24 名参加） 

発表者：澤田欣吾（精神保健支援室） 

「Psychiatry * The arts = ?」 

芸術と精神医学をテーマに、複数の実践活動や研究活動について、報告が行われた。英国の先行

研究によると、クリエイティブな活動やその鑑賞により、身体的・精神的健康や wellbeing に良い

効果をもたらす個人的な経験ができる可能性が示されている。また、治療としての芸術のレビュー

論文では、精神疾患の患者が自分自身や仲間、セラピスト、世界と斬新な方法でつながり、コミュニ

ケーションをとることができように支援するのが最大の効果であることが指摘されている。自分自

身とのつながりが新たなつながりを獲得できることがいわれており、自信や自己肯定感などを高め、

精神疾患の症状を軽減させることができる。従来の医療関係者との関係を離れて、人と人との関係

になる効果も挙げられている。これらのことから、現在、「CO-EN PROJECT」と題し、芸術と精神医

学が行動して実践・研究を行うプロジェクトを立ち上げ、その第 1 回目の企画として発達障害を抱

える方の当事者演劇を鑑賞し、その前後に鑑賞者の発達障害や精神疾患に対するスティグマや鑑賞

者自身の孤独感変化をみることを計画中である。 
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第４回（2020 年 12 月 25 日・16 名参加） 

発表者：綱島三恵（コミュニケーション・サポートルーム） 

「ASD 児・者 精神療法の可能性 主体性と自己理解」 

ASD 児・者への精神療法の前提は、療育・適応訓練が自閉症研究の主流で、心理療法に求められる

自己洞察が困難とされてきた。ASD 児・者への心理療法の先行研究では、遊戯・心理療法が主体性を

育てることに役立つことが言われている。主体性を育てる際にヒントになるのが、当事者の人たち

の世界であり、自己感情に気づき、整理されることで、他者感情の理解につながる可能性がある。一

方で、自己感情を理解する営みは、混乱を生じやすく試行錯誤の連続であり、困難さがある。その自

己感情を理解するための心理療法への可能性が考えられる。模擬事例を紹介することを通して、カ

ウンセラーは ASD 児・者の自他の架け橋になる可能性が示唆された。 

 

第５回（2021 年 1 月 28 日・21 名参加） 

発表者：市川賀一（なんでも相談コーナー）・大西晶子（留学生支援室） 

前半：「なんでも相談コーナーの概要」、後半：「留学生支援とは」 

前半は、なんでも相談コーナーの実践活動について説明された。相談体制をはじめ、他の相談施

設等との連携、相談者の特徴、実践例について紹介があった。 

過去５年間の相談内容をみると、年度によって割合に変化はあるが、心理的問題が約 40％、学務・

学生生活が約 30％、その他が約 30％となっている。心理的な問題は、うつ・落ち込み、職場・研究

室、対人関係、身体異常・体調不良などが多い。学務・学生生活の問題は、学習支援（停滞学生支援、

学習相談等）、進路・就職などが多い。このように多岐にわたる相手のニーズに対して、悩みの傾聴

し、具体的な制度・窓口の紹介をはじめ、教職員からの相談については、場合によっては知り合いの

職員と連携してサポートを行っている。 

 

後半は、留学生支援をテーマに、留学生の状況や留学生支援室（グローバルキャンパス推進本部）

での実践活動、および、留学生を対象とした研究実施時の留意点について発表が行われた。 

大学は、留学生の受け入れにおいて、いわゆる学生相談的な機能に加え、「管理・指導的側面、保

護者的機能」も担っており、留学生支援の担当者は多重役割を担いやすい。また多様な背景を持つ

学生への対応においては、文化への適切な配慮が求められる。さらに学生のニーズの中には、可視

性の高いものと、見えにくいものがあることから、見えづらい問題を積極的に明らかにしていくこ

とも重要である。その際、留学生は、集団内多様性が大きな集団であり、量的アプローチで全体の平

均値を用いて特徴を把握することには慎重さが求められる。加えて、近年、多文化支援において、ア

イデンティティの多次元性・交差性への留意、文化について継続的に学び続ける姿勢等が重視され

ていることが報告された。 

 

 

第６回（2021 年 2 月 22 日・18 名参加） 

発表者：鬼塚淳子（ピアサポートルーム） 

「自分らしさの表現と生きる場所」 

研究活動については、イメージドローイングを使った、自己表現がもたらす自己の内的変化のプ

ロセスや、セルフオフセンス（表現やイメージが固まった感情をゆるめる場の相互作用）などにつ

いて検討してきている。現在は、ピアサポートの安定・継続的な活動の要因と、ピアサポーターの活

動の悩みの共有に対話グループやインタビューによる支持的相互作用導入について検討中である。 

 実践活動としては、発達障がい学生への入学・卒業に伴う移行支援が紹介された。入学期は、相談

のハードルを下げるため、支援や心理という言葉を使わず、「学生センター」という入り口にするな

どの工夫が行われた。在学中の支援としては、配慮を要する学生を対象としたホームルームクラス

制度を導入し、居場所兼交流の場づくりを行った。その結果、仲間を作る、ピアサポートなどが、複

数のクラスに派生した。その後、これらの取り組み参加者で、卒業のタイミングで就職が決まって

いる学生がいない問題から、卒業後の支援を実施した。具体的には、プレワーククラス（学内就労体
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験、就労移行支援事業所見学など）を行ったところ、プレワーク参加者の就職決定率は 93％であっ

た。 

 

第 7 回（2021 年 3 月 22 日・15 名参加） 

発表者：高野明（学生相談所・ピアサポートルーム） 

「実践にもとづいたエビデンスを活用した学生相談活動に向けて」 

相談実践の成果の測定にあたり、学生相談所では、アウトカム尺度として OQ-45 を導入し、評価

を行っている。747 名の学生を対象に、OQ-45 の得点が改善するまでの利用回数について、生存時間

分析を用いて検討した結果、5 割の学生の改善に 18 回、3 割の学生の改善に 20 回要することが明ら

かになった。また、自己理解や成長をアウトカムとした場合は、現在使用している OQ-45 での評価

に限界があることから、新たにネガティブな側面の改善と成長促進的な評価の両側面を測れる尺度

（学生相談アウトカム尺度）を作成し、信頼性と妥当性を確認した。今後多機関でのビッグデータ

を収集し、これらのアウトカム尺度を用いて、研究を進めている。 
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Ⅰ-6.エキスパート・コンセンサス事例研究会 

 

本研究会は、学生支援・学生相談の相談員が対応に苦慮する事例や関係者複数が協働すべきケー

スについて、問題の理解や対処のあり方を専門家が話し合うことで、ある程度のコンセンサスを得

て、支援者向けのテキストや論文として、当センター内外に共有することを目的として、2021 年度

より本格的に開催した新たな取り組みである。 

  

１．「困難事例」について各相談員から収集し、テーマを決め、各担当者（他職種、多機関による）

と開催日時を決め、2020 年度は 3 回実施された。 

(1）学外支援（含む就労支援）     

(2）自殺リスク対応（含む家族連絡）  

(3）家族との連携             

 

2. 開催方法 

・開催日程：初回は 2020 年 11 月、隔月で 1 回 1 チーム発表 

・開催形態：Zoom 

・参加者：相談支援研究開発センターの相談業務を行っている教職員、その他希望のあった本学の

相談支援に携わる教職員 

・発表内容： 

発表するチームが、テーマに関わる模擬事例を作成し、「どのようなことで困って、どのよう

な理由でどのように対応したか」について予め論点を整理しておく。当日は研究会の参加者でグ

ループワークを行う。テーマ毎に日本人学生だけでなく、留学生対応におけるポイントや困難点

も議論する。 

 

3. 2020 年度実施内容 

(1)第 1 回 

【日  時】2020 年 11 月 5 日（木曜）16:30～17:30 

【発表者】川瀬英理（コミュニケーション・サポートルーム）・鬼塚淳子（ピアサポートルーム） 

【テーマ】学外支援（就労支援含む） 

【検討内容】 

自閉スペクトラム症のある学生への就労支援に際して、 就活時期の学生の苦痛を軽減しつつ

良い進路選択が出来るために、どのような関わりあるいはその方向性が良いかを検討した。 

 

(2)第 2 回 

【日  時】2021 年 1 月 13 日（水曜）16:30～17:30 

【発表者】澤田欣吾（精神保健支援室）・大塚尚（学生相談所） 

【テーマ】自殺リスク対応（含む家族連絡） 
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【検討内容】 

学生は切迫した希死念慮を訴えている。家族に連絡して今後の対応を考えることを提案した

が、心配をかけさせたくないと拒否している。希死念慮が高まっている様子があり、緊急性も

高いと考えられる。適切な対応はどうあるべきかを検討した。 

 

(3)第３回 

【日  時】2021 年 3 月 1 日（月曜）9:00～9:50 

【発表者】梶奈美子（精神保健支援室）・藤原祥子（学生相談所） 

【テーマ】家族との連携 

【検討内容】 

学生と不審な団体とのかかわりが窺われ、早急に保護者に本人の状況を共有したほうがよい

状況であるが、親の理解不足や無関心のため学生が要支援状況にあっても家族連携しづらいケ

ース。発達障害特性の影響で日常生活に広範な障害が生じている。家族にどのような形で報

告・連携するのがよいかを検討した。 
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Ⅰ-7.オンラインエクササイズ実施報告 

 

１ 概要 

(1)実施目的・概要  

本事業は自粛生活の長期化による構成員の心身の不調、孤立しやすい留学生や一人暮らしの学生

等の存在を念頭に置き、生活リズムの維持・改善、孤立感の緩和等を目的として計画された。 

プログラムの作成に際しては、御殿下記念館スポーツ相談室・東京大学運動会の全面的な協力

と、学内の専門家からの助言も得、適度な運動強度と実施形態を検討した。 

 

(2)プログラム内容・実施体制 

・実施全体像： 

生活リズムの維持・改善には、定時実施/ライブ配信が適しており、また運動習慣の異なる構成員

の参加を促すためには、運動強度の異なる内容から構成される二部構成が必要と考えられた。これ

らを踏まえ、以下に示すプログラムと実施体制で開始することとした。 

さらに、当日のファシリテート役を、ピアサポートルームサポーター学生、運動会総務部学生な

ど、学生スタッフが担うこととし、構成員が気軽に参加でき、一体感を持てるよう工夫した。また

学内周知は、ピアサポート室教員、学生スタッフを中心に進め、学生スタッフが作成したウェブバ

ーナーや、多言語による発信等で、参加を促した。 

 

・プログラム詳細： 

ヨガ、サーキットトレーニング、ピラティスの３つのプログラムを準備し、日替わりで実施し

た。それぞれのプログラムは 30 分程度の長さとし、ウォーミングアップから、運動強度が強めの

プログラムへと、各プログラム内で強度を二段階に設定して行った。ヨガは講師によるライブで毎

回実施し、サーキットトレーニングとピラティスは、プログラムを御殿下記念館で複数パタン録画

し、配信した。一部録画プログラムには、英語字幕を付けた。 

各プロググラムの終了後には、参加者とサポーター学生の交流会を設け、またプログラム実施後

に、毎回参加者よりフィードバックを得るなどして、構成員の意見を反映させながら内容や実施方

法に改善を加えていった。さらに 3 月には、実施回ごとに学生スタッフが、チャットにキーワード

を流し、キーワードを 12 回分以上集めた参加者は、賞品（御殿下記念館入館券、運動会グッズ

等）の抽選への応募が可能となる仕掛け（名称：「春のオンラインエクササイズ祭り））を導入

し、参加継続の動機付けを高める工夫を行った。 

 

・対象：東京大学の構成員（学生・教職員） 

・実施期間：2021 年 2 月 2 日－3 月 27 日 （長期休暇中）の月～土 朝（9 時）と午後

（13 時）の二回実施（土曜日は 3 月は午前のみ実施） 

・実施方法：Zoom による実施（参加者は画面オフ・ミュート） 

・参加費：無料 

・実施体制 

企画・運営：東京大学相談支援研究開発センター 
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運営学生：相談支援研究開発センターピアサポートルームサポートスタッフ学生 

    東京大学運動会・同総務部学生 

運動プログラム作成・監修・助言： 

御殿下記念館スポーツ相談室 

    東京大学スポーツ先端科学連携研究機構 

 

(3)実施回数・参加状況 

期間中、44 日間に 84 回実施した。のべ参加者数（Zoom アクセス数）は、5629 名（一日平均 

127.9 名）、午前 4058 名（平均 92.2 名）・午後 1571 名（平均 39.3 名）であった（図１参照）。

開始 1 週間前後で

参加者数の減少は

落ち着き、また 2

月末に向けて一時

参加者が減少した

ため、録画プログ

ラムを刷新し、ま

た前述の通り、参

加継続促進の取り

組みを行った。な

お、抽選に応募し

た参加継続者は、

58 名であった。 

 

 

  

図１ 参加者推移 
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Ⅱ.業績 

 

（A） 論文（2020年1月〜12月まで） 

（1） 査読有り論文 

1) Ikegame,T., Bundo,M., Okada,N., Murata,Y., Koike,S., Sugawara,H., Saito,T., Ikeda,
M., Owada,K., Fukunaga,M., Yamashita,F., Koshiyama,D., Natsubori,T., Iwashiro,N., 

Asai,T., Yoshikawa,A., Nishimura,F., Kawamura,Y., Ishigooka,J., Kakiuchi,C., Sasak

i,T., Abe,O., Hashimoto,R., Iwata,N., Yamasue,H., Kato,T., Kasai,K., Iwamoto,K.(20

20). Promoter Activity-Based Case-Control Association Study on SLC6A4 Highlighting 

Hypermethylation and Altered Amygdala Volume in Male Patients With Schizophrenia. 

Schizophrenia Bulletin,46(6),1577-1586. 

2) Kimura,H., Nawa,Y., Mori,D., Kato,H., Toyama,M., Furuta,S., Yu,Y., Ishizuka,K., Ku
shima,I., Aleksic,B., Arioka,Y., Morikawa,M., Okada,T., Inada,T., Kaibuchi,K., Ike

da,M., Iwata,N., Suzuki,M., Okahisa,Y., Egawa,J., Someya,T., Nishimura,F., Sasaki,

T., Ozaki,N.(2020). Rare Single-Nucleotide DAB1 Variants and their Contribution to 

Schizophrenia and Autism Spectrum Disorder Susceptibility. Human Genome Variation,

7(1). doi.org/10.1038/s41439-020-00125-7. 

3) Koshiyama,D., Okada,N., Ando,S., Koike,S., Yahata,N., Morita,K., Sawada,K., Morit
a,S., Kawakami,S., Kanata,S., Fujikawa,S., Sugimoto,N., Toriyama,R., Masaoka,M., A

raki,T., Kano,Y., Endo,K., Yamasaki,S., Nishida,A., Hiraiwa-Hasegawa,M., Kasai,K.

(2020). Association between duration of breastfeeding based on maternal reports an

d dorsal and ventral striatum and medial orbital gyrus volumes in early adolescenc

e. Neuroimage,220,117083. 

4) Nawa,Y., Kimura,H., Mori,D., Kato,H., Toyama,M., Furuta,S., Yu,Y., Ishizuka,K., Ku
shima,I., Aleksic,B., Arioka,Y., Morikawa,M., Okada,T., Inada,T., Kaibuchi,K., Ike

da,M., Iwata,N., Suzuki,M., Okahisa,Y., Egawa,J., Someya,T., Nishimura,F,, Sasaki,

T., Ozaki,N.(2020). Rare single-nucleotide DAB1 variants and their contribution to 

Schizophrenia and autism spectrum disorder susceptibility. Human Genome Variation,

10,7(1),37. 

5) Okada,N., Yahata,N., Koshiyama,D., Morita,K., Sawada,K., Kanata,S., Fujikawa,S., S
ugimoto,N., Toriyama,R., Masaoka,M., Koike,S., Araki,T., Kano,Y., Endo,K., Yamasak

i,S., Ando,S., Nishida,A., Hiraiwa-Hasegawa,M., Edden,R.A.E., Sawa,A., Kasai,K.(20

20). Neurometabolic underpinning of the intergenerational transmission of prosocia

lity. Neuroimage,218,116965. 

6) Okada,N., Yahata,N., Koshiyama,D., Morita,K., Sawada,K., Kanata,S., Fujikawa,S., S
ugimoto,N., Toriyama,R., Masaoka,M., Koike,S., Araki,T., Kano,Y., Endo,K., Yamasak

i,S., Ando,S., Nishida,A., Hiraiwa-Hasegawa,M., Kasai K.(2020). Smaller anterior s
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ubgenual cingulate volume mediates the effect of girls' early sexual maturation on 

negative psychobehavioral outcome. Neuroimage,209,116478. 

7) Otsuka,H., Anamizu,S., Fujiwara,S., Ito,R., Enomoto,M., Furukawa,M., Takano,A.(202
0). Japanese young adults’attitudes toward suicide and its influencing factors. A

sian Journal of Psychiatry,47,Article:101831. 

8) Sawada,K., Sakakibara,E., Kanehara,A., Koike,H., Suga,M., Fujieda,Y., Miyamoto,Y., 
Fukuda,M., Kasai,K.(2020). Is Utena's Brief Objective Measures (UBOM) useful in re

al-world behavioral assessment of functioning? Validity and utility testing in pat

ients with schizophrenia. Psychiatry Clin Neurosci,74(1),40-48. 

9) 大島紀人，渡辺慶一郎，佐々木司，柳元伸太郎(2020).入学後の睡眠の変化と精神的健康の

関係から考える大学生の睡眠教育.CAMPUS HEALTH 57(1),153-155. 

10) 大西晶子(2020).留学生のキャンパス風土の知覚様式の検討.留学生交流・指導研究,23,7-2

2. 

11) 梶奈美子(2020).合理的な予防介入に向けた思春期コホート研究 日本におけるChildren wit

h Special Health Care Needs(CSHCN)とその母親の不安・抑うつ.児童青年期精神医学とそ

の近接領域,61(4),398-403. 

12) 川崎隆，藤原祥子，大塚尚，榎本眞理子，古川真由美，伊藤理紗，高野明(2020).学生相談

におけるウェブ予約システムの意義 ―申込日時の特徴からみた検討―．学生相談研究,40

(3),186-195. 

13) 川瀬英理，綱島三恵，渡辺慶一郎(2020).成人の発達障害アセスメントのための,WAIS(Wechs

ler Adult Intelligence Scale)用行動チェックシートの作成.精神医学,62(7),1045-1054. 

14) 中村美咲子，伊藤理紗，佐藤秀樹，小関俊祐，鈴木伸一(2020).拒絶過敏性と社会的スキが

社交不安症状に及ぼす影響．不安症研究,12(1),27-36． 

15) 渡辺慶一郎，川瀬英理，綱島三恵(2020).発達障害の特性がある大学生の自殺.精神科救急, 

23,47-50.2020. 

 

（２）査読なし論文 

1) 伊藤理紗，河合由貴子(2020).リラクセーションのオンライン・ワークショップの実践：パ

イロットスタディ.東京大学学生相談所紀要,28,29-34． 

2) 榎本眞理子(2020).コロナ禍における学生相談所体制づくりの経過報告．東京大学学生相談

所紀要,28,1-7. 

3) 遠藤建人，横山孝行(2020).スクールカウンセリング&スクールソーシャルワーク：包括的な

学校サポートモデルの提案．田園調布学園大学教職年報,3,39-48. 

4) 大島紀人(2020).インターネットゲーム障害の診断基準．保健の科学,62(2),117-121. 

5) 大塚尚(2020).心の危機に対するアート表現利用の歴史的変遷と可能性について．東京大学

学生相談所紀要,28,9-17. 

6) 大西晶子(2020).文化的に適切な心理援助の発展に向けたコミュニティ心理学の貢献可能

性．コミュニティ心理学研究,24(1),1-2. 
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7) 大西晶子(2020).日本における多文化に対応した心理援助の拡充に向けての一考察. 日本コ

ミュニティ心理学会,24(1),3-14. 

8) 澤田欣吾(2020).青年期の患者の治療における患者・家族教育 (特集 効果的な患者・家族教

育の必要性と工夫). Patient/family education for adolescent patients with mental he

alth problems．精神科,36(1),37-41. 

9) 高野明(2020).ウィズコロナ時代の学生相談を考える．臨床心理学,20(5),637−639． 

10) 高野明(2020).日常の臨床活動においてクライエントからのフィードバックを活用する．臨

床心理学,20(6),773−777． 

11) 高橋千尋，貞村真宏，河美善，山本周，落合舞子(2020).大学でのピアサポート活動におけ

る活動理念の作成過程とその活用．CAMPUS HEALTH,58(1),218-220. 

12) 藤原祥子(2020).コロナ禍における来談学生の精神的健康度の分析．東京大学学生相談所紀

要,28,19-27． 

13) 渡辺慶一郎(2020).コロナ蔓延期の学生のメンタルヘルス.臨床精神医学,49(9),1531-1536. 

14) 渡辺慶一郎(2020).精神科医からみた発達障害学生支援．第57回全国学生相談研修会報告書,

62-63. 

 

(B) 学会発表 

1) 安婷婷, 山崎玲, 胡実, 大西晶子．学生の相談室利用・継続来談の促進に向けて- 留学生相

談室への来談及び継続に至るまでのプロセス．日本学生相談学会第38回大会,オンライン開

催,2020年5月16-18日. 

2) 大島紀人，渡辺慶一郎，佐々木司，柳元伸太郎．入学時健康診断を用いた大学生の入学後の

修学と関係する因子の検討．第116回日本精神神経学会学術総会,オンライン開催,2020年9月

28－30日． 

3) 大島紀人．大学生の保健学習調査に基づく大学生向け保健教育プログラムの開発・実践．第

58回全国大学保健管理研究集会,オンライン開催,2020年11月25-26日. 

4) 大島紀人．COVID-19流行下で子供たちを支えるメンタルケア力アップ講座．日本健康相談活

動学会第17回学術集会,オンライン開催,2021年2月21日. 

5) 大塚尚，古川真由美，藤原祥子，榎本眞理子，伊藤理紗，高野明．心理的危機経験者へのア

ート表現グループの試み―自由に表現することの土台作りの観点から―．日本学生相談学会

第38回大会,オンライン開催,2020年5月16日-18日. 

6) 大西晶子．留学生支援体制と多言語対応の現状-ウェブサイト上の留学生向け利用案内情報

の分析．日本学生相談学会第38回大会,オンライン開催,2020年5月16日-18日． 

7) 大西晶子．今、学生支援で何を問うべきか(-廣中レポートの20年を踏まえて-) 留学生支援

の観点から．大学教育学会,2020年度課題研究集会,開催校企画シンポジウム,オンライン開

催,2020年11月28日. 

8) 落合舞子，鬼塚淳子，横山孝行，大島紀人，高野明. 役割別にみたピアサポーターの活動と

動機付けの特徴.日本コミュニティ心理学会第23回大会,オンライン開催,2020年9月19日. 

9) 鬼塚淳子，山川京子．支持的サポートグループによる要配慮学生への就労支援の試みに関す
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る一考察．日本人間性心理学会第39回大会,オンライン開催,2020年9月4日-6日. 

10) 川瀬英理, 綱島三恵．注意欠如・多動症状の児童期と青年期の比較．日本学生相談学会第38

回大会,オンライン開催,2020年5月16日-18日. 

11) 櫻井みなみ，竹野内萌，明畠加苗，横山孝行．COVID-19拡大状況下でのオンラインピアサポ

ート活動の実践と課題．第58回全国大学保健管理研究集会,オンライン開催,2020年11月25-2

6日. 

12) 高橋千尋，貞村真宏，河美善，山本周，落合舞子．大学でのピアサポート活動における活動

理念の作成過程とその活用．第58回全国大学保健管理研究集会,オンライン開催,2020年11月

25-26日. 

13) 藤原 祥子，榎本 眞理子，大塚 尚，伊藤 理紗，古川 真由美，高野 明．Web予約による面

接のキャンセル要因に関する検討．日本学生相談学会第38回大会,オンライン開催,2020年5

月16日-18日. 

14) 松原丈二，松本珠実，谷小雪，田村天，阪口晴香，鬼塚淳子．新型コロナウイルス感染症に

関するストレスについての学生向けアンケート実践報告．第58回全国大学保健管理研究集

会,オンライン開催,2020年11月25-26日. 

15) 横山孝行，鬼塚淳子，落合舞子，細野正人，大島紀人，高野明．活動量の経過からみたピア

サポーターの各タイプの特徴．日本学生相談学会第38回大会,オンライン開催,2020年5月16

日-18日. 

16) 横山孝行，落合舞子，鬼塚淳子，大島紀人，高野明．学生ピアサポーターにおけるタイプご

との活動な今日の特徴——認定後1年間の実践・検討・作業に費やした時間の観点から——．日

本コミュニティ心理学会第23回大会,オンライン開催,2020年9月19日. 

 

(C) 書籍 

1) 大島紀人(2020)．心と体のケア,鎌塚優子 (著,編),大沼久美子(著,編).「新しい学校生活」

のための感染症対策ハンドブック.学事出版． 

2) 大島紀人(2020)．自殺予防・危機介入,笠井清登 (編),岡ノ谷一夫 (編), 能智正博 (編),福

田正人(編).人生行動科学としての思春期学.東京大学出版会． 

3) 大島紀人(2020)．Q36 感染症に関連した差別と偏見についての基礎知識，学校での対応はど

のように?．三木とみ子 (編),岡部信彦(編).これで解決! 養護教諭のための新型感染症対策

Q&A.ぎょうせい. 

4) 大西晶子(2020)．第12章 地域のなかで生活を支える（コミュニティアプローチ：コミュニ

ティ心理学）,下山晴彦(編),石丸径一郎(編),臨床心理学概論,ミネルヴァ書房.  

5) 大西晶子(2020)．第6章4  留学生・留学する学生．日本学生相談学会(編) 学生相談ハンド

ブック−新訂版.学苑社. 

6) 川瀬英理(2020)．第3章 支援事例集；学生支援室が中心となった発達障害のある大学生の就

労支援.発達障害者支援ハンドブック2020.東京都福祉保健局. 

7) 川瀬英理(2020)．障害学生支援室における自閉スペクトラム症のある大学生への支援．倉光

修 (監修),渡辺慶一郎(著,編).自閉スペクトラム症のある青年・成人への精神療法的アプロ
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ーチ.金子書房． 

8) 齋藤憲司，石垣琢麿，高野明(2020)．大学生のストレスマネジメント−自助の力と援助の力

−．有斐閣. 

9) 高野明(2020)．第15章4  研究の公開．日本学生相談学会(編) 学生相談ハンドブック−新訂

版.学苑社. 

10) 高野明(2020). 学生の主体性を活かしたピア・サポート活動 大学コミュニティへ働きかけ

るアウトリーチ中心の活動．春日井敏之・増田梨花・池雅之(編著) 大学でのピア・サポー

ト入門−始める・進める・深める.ほんの森出版. 

11) 綱島三恵，田中康雄(2020)．自閉スペクトラム症のある人への精神療法の基本姿勢．倉光修 

(監修),渡辺慶一郎(著,編).自閉スペクトラム症のある青年・成人への精神療法的アプロー

チ.金子書房． 

12) 土橋圭子（著,編），渡辺慶一郎（著,編）(2020)．発達障害・知的障害のための合理的配慮

ハンドブック.有斐閣． 

13) 福盛英明，高野明(2020)．第12章 広報と情報発信活動．日本学生相談学会(編) 学生相談ハ

ンドブック−新訂版.学苑社． 

14) 渡辺慶一郎(2020)．異常,現実検討能力,自殺,自傷行為,社会精神医学,社会病理学,主訴,症

候群,先天性甲状腺機能低下症,電気痙攣療法,内因,病識,舞踏病,薬物依存.子安増生(監修),

丹野義彦(監修),箱田裕司(監修）有斐閣現代心理学辞典.有斐閣. 

15) 渡辺慶一郎（著,編）(2020)．ハンディシリーズ「発達障害・特別支援教育ナビ」『大人の

発達障害の理解と支援』.金子書房． 

16) 渡辺慶一郎，岩崎沙耶佳(2020)．受容的交流療法と自閉スペクトラム症．倉光修 (監修)，

渡辺慶一郎 (著,編).自閉スペクトラム症のある青年・成人への精神療法的アプローチ.金子

書房． 

 

(D)外部資金獲得 

 （１）科学研究費補助金 

1) 日本学術振興会 基盤研究(C)，障害のある子どもを持つ海外邦人家族の20年：エコカルチャ

ー理論を用いた縦断研究，2019年度～2023年度，研究代表者：伊藤圭子． 

2) 日本学術振興会 基盤研究(C)，精神保健と学校適応の向上を目指す大学生向け精神保健教育

プログラムの開発，2018年度〜2021年度，研究代表者：大島紀人． 

3) 日本学術振興会 基盤研究(C)，心理的危機のアート表現と展示プログラムによる若年者自殺

予防対策，2020年度～2023年度，研究代表者：大塚尚，研究分担者：穴水幸子，古川真由

美，高野明，藤原祥子，榎本眞理子，伊藤理紗． 

4) 日本学術振興会 基盤研究(C)，高等教育機関の国際化と留学生サポートに関する実証的研

究，2018 年度〜2021年度，研究代表者：大西晶子，研究分担者：安婷婷． 

5) 日本学術振興会 基盤研究(C)，学生相談におけるクライエントフィードバックによるプロセ

ス評価の実践研究，2020年度～2022年度，研究代表者：榎本眞理子，研究分担者：慶野遥

香，伊藤理紗，高野明，杉江征，藤原祥子，江上奈美子，古川真由美． 
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6) 日本学術振興会 基盤研究(B)，子供の精神保健に関する教員・保護者の知識・理解向上に向

けた教育プログラム開発，2018年度〜2021年度，研究代表者：佐々木 司，研究分担者：大

沼 久美子，渡辺 慶一郎，布山 毅，高野 明，大島 紀人，三木 とみ子. 

7) 日本学術振興会 基盤研究(C)，多機関によるビッグデータ収集の基盤としての臨床実践の共

通データセット開発，2020年度～2022年度，研究代表者：高野明，研究分担者：鈴木健一，

福盛英明，榎本眞理子，大塚尚，川崎隆，太田裕一，池田忠義，田中崇恵． 

8) 日本学術振興会 若手研究，一卵性双生児統合失調症不一致例から発見されたDPD活性の検

討, 2021年度～2024年度, 研究代表者：西村文親． 

9) 国立研究開発法人日本医療研究開発機構(AMED), 令和2年度障害者対策総合研究開発事業 

（精神障害分野），精神疾患を持つ人が社会生活目標達成を図るための、WHOのICFモデルに

準拠し当事者と評価者の共同を重視した強みと弱点の評価尺度開発研究, 丹羽真一, 天笠

崇, 安西信雄, 稲富宏之, 上田敏, 大川弥生, 澤田欣吾, 鈴鴨よしみ, 中込和幸, 永井邦

芳, 橋本亮太, 向谷地生良． 

10) 日本学術振興会 基盤研究(C)，女子大学生のうつ病の発症に影響する社会的要因の研究-男

女共同参画社会に向けて-，2018年度〜2020年度，研究代表者：布施泰子，研究分担者：渡

辺慶一郎，丸谷俊之，本田善一郎． 

11) 日本学術振興会 基盤研究(C)，大学生の発達障害における自殺関連行動，2017年度〜2020年

度，研究代表者：渡辺慶一郎，研究分担者：岡本百合，金子稔，佐藤武，田中生雅，苗村育

郎，布施泰子，伏見雅人，丸田伯子，水田一郎． 

 

 （２）（１）以外の財団等からの助成金、奨学寄付金 

1) 日本コミュニティ心理学会若手学会員研究・実践活動奨励金，大学生の孤立防止を目的とし

たオンラインツールによる交流サポートの実践，2020年度～2021年度，横山孝行． 

 

(E)各種委員 

1) 伊藤圭子．発達心理学会分科会 ソーシャルモチベーション研究会 常任理事 

2) 大島紀人．日本不安症学会 多職種交流連携委員会 副委員長 2019年～ 

3) 大西晶子．コミュニティ心理学会 第23回大会 大会副委員長  

4) 大西晶子．コミュニティティ心理学会 国際交流委員長 

5) 大塚尚．日本臨床心理士会 自死予防専門委員会 委員 2017年度～ 

6) 大塚尚．鎌ヶ谷市いじめ調査委員会 委員 2017年度～ 

7) 大塚尚．一般社団法人 自殺予防と自死遺族支援・調査研究研修センター 理事 2020年度～ 

8) 澤田欣吾．特定非営利活動法人臺式簡易客観的精神指標研究会 理事 2019年度～ 

9) 澤田欣吾．文京区地域精神保健福祉連絡協議会 委員 2020年度～ 

10) 高野明．日本学生支援機構 心の問題と成長支援ワークショップ—メンタルヘルス向上とカウ

ンセリング協力者会議協力者 2012年4月〜 

11) 高野明．日本心理研修センター 公認心理師試験委員 2019年2月〜 

12) 高野明．日本学生相談学会 事務局長 2019年4月〜 
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13) 高野明．International Accreditation of Counseling Services Member of International 

Committee 2020年2月〜 

14) 高野明．日本教育心理学会 常任編集委員 2021年1月〜 

15) 原田麻里子．移民政策学会 監査 

16) 原田麻里子．東京都外国人支援ネットワーク 副代表 

17) 渡辺慶一郎．全国大学メンタルヘルス学会 理事 2015年12月〜 

18) 渡辺慶一郎．東京都特別支援教育就学支援委員会 委員 2017年4月〜 

19) 渡辺慶一郎．東京都発達障害者支援地域協議会 委員 2017年4月〜 

20) 渡辺慶一郎．社会福祉法人嬉泉 評議委員 2017年4月〜2020年5月 

21) 渡辺慶一郎．国立大学保健管理施設協議会メンタルヘルス委員会 委員 2019年4月〜 

22) 渡辺慶一郎．成人発達障害支援学会 理事 2019年〜 

 

(F)地域貢献・学外活動 

1) 大島紀人．大学キャンパスにおけるCOVID-19 流行対策，日本学校精神保健研究会，オンラ

イン，2021 年1月． 

2) 大西晶子．COVID-19影響下での留学生支援の現状, 第58回全国学生相談研修会小講義, オン

ライン開催, 2020年11月． 

3) 大塚尚，竹島正，田中幸子．コロナ下の自殺対策を考える，第10回自殺対策円卓会議，東

京，2020年12月． 

4) 鬼塚淳子，横山孝行，貞村真宏．ピア・サポート活動入門，筑波大学学生相談室研修会，オ

ンライン，2021年3月． 

5) 清水幸登，高野明，武田弘子，布柴靖枝，平澤幸一，古川卓，安宅勝弘，道又紀子，石金直

美，森田健一．日本学生支援機構「心の問題と成長支援ワークショップ」講師，オンライン 

2020年10月． 

6) 高野明．ウィズコロナ時代の学生生活を支援する—学生相談の現場から— 国立情報学研究所 

4月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム，オンライン，2020

年5月． 

7) 高野明，斉藤美香．学生相談において、遠隔相談（Distance Counseling）を導入・実施す

る際の留意点，日本学生相談学会第38回大会研修会，オンライン，2020年5月． 

8) 高野明．学生相談における遠隔カウンセリング，明治大学学生相談室夏期セミナー研修会 

オンライン，2020年7月． 

9) 高野明，福盛英明．遠隔カウンセリングの実際，日本学生相談学会 第58回全国学生相談研

修会（分科会・ファシリテーター），オンライン，2020年11月． 

10) 高野明．コロナ禍での学生の悩みと相談支援ついて，仙台大学教職員研修会，オンライン，

2020年12月． 

11) 高野明．ウィズコロナ時代の学生生活をいかに支援していくか，名古屋大学高等教育研究セ

ンター 招聘セミナー，オンライン，2020年12月． 

12) 高野明．遠隔授業下における学生との関係構築，東京外国語大学 教職員セミナー，オンラ
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イン，2020年12月． 

13) 高野明．ハラスメントにならないようなコミュニケーションについて，茨城県立医療大学IP

UHSミーティング，オンライン，2021年2月． 

14) 高野明．豊かな学生生活を送るために—保護者としての関わり—，東京大学消費生活協同組合

「保護者説明会」「入学準備説明会」，オンライン，2021年2月． 

15) 高野明．事例検討会スーパーバイザー，成蹊大学学生サポートセンター事例検討会，オンラ

イン，2021年3月． 

16) 高野明．東京大学における遠隔相談の実際，筑波大学 第3回「遠隔相談を用いた学生相談シ

ステムの構築に関する会議」，オンライン，2021年3月． 

17) 高野明．東京大学の学生のキャリア志向の変化 QWSアカデミア「大企業が起こすイノベーシ

ョンとデジタル世代のキャリア形成とは？」，オンライン，2021年3月． 

18) 田中幸子，大塚尚，小川有閑，甲斐田沙織，勝又陽太郎，川野健治，竹島正，堀井茂，三木

和平，中村征人，木下浩．自殺予防と自死遺族支援・調査研究研修センターの取組み「自殺

予防と自死遺族支援：私の大切にしたいこと」，第1回 日本ポストベンション・カンファレ

ンス 第1回・第2回分科会，東京，2020年9月． 

19) 辻邦章，岩切正一郎，高石恭，高野明．新型コロナウイルス影響下での大学教育と学生相談   

—国の取組み、大学の取組み、学生相談機関の取組み— 日本学生相談学会 第58回全国学生

相談研修会（シンポジウム・司会），オンライン，2020年11月． 

20) 原田麻里子．留学生の現状と日本語交流,東大留学生・NECネッツエスアイ，日本語リモート

交流プログラム，全体交流会，オンライン開催，2020年12月． 

21) 原田麻里子．東大留学生・NECネッツエスアイ，日本語リモート交流プログラム,文京区社会

福祉協議会企業地域連携推進ネットワーク会議，オンライン開催，2021年2月． 

22) 横山孝行．高校教員に対するSocial Skills Educationのアドバイス，神奈川県立釜利谷高

校，神奈川県立永谷高校，神奈川県立上矢部高校，神奈川，2020年4月～2021年3月． 

23) 横山孝行．教職員のためのハラスメント防止研修―望ましい指導について考える―，神奈川

県立保健福祉大学 教職員向けハラスメント防止研修会，オンライン，2020年9月． 

24) 横山孝行．適応行動促進のために―SSEの基本―，神奈川県教育委員会学級経営支援事業連

絡協議会，オンライン，2020年10月． 

25) 渡辺慶一郎．大人の発達障害〜大学生支援の実践から〜，発達障害当事者会運営人材育成研

修会，オンライン，豊島区民センター403会議室，2020年11月． 

26) 渡辺慶一郎．発達障害の理解と保護者としての関わり方，日本社会事業大学附属知的障害児

通園施設子ども学園 講演，同学園，2021年1月． 

27) 渡辺慶一郎．発達障がいの性質がある大学生への支援−コミュニケーション・サポートルー

ムの実践から−，足立区障がい福祉センター内部研修，オンライン，2021年2月． 

 

(G)その他 

1) 横山孝行，研究奨励賞，日本学生相談学会，2020． 

2) 横山孝行，若手学会員研究・実践活動奨励賞，日本コミュニティ心理学会，2020． 
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Ⅲ.寄附プロジェクト 

 

大塚製薬株式会社寄付金による研究プロジェクト 

「うつ病や双極性障害等を予防する支援方法の開発」 

                                                  

本年度は研究プロジェクト始動の年度であった。しかし、新型コロナウイルス感染症の急激な拡

大によって、年度初めの 4 月から本学は教員および学生が参加する入学式や対面授業・演習を取り

やめ、オンライン講義・演習への全面的な切り替え、教職員や学生の大学キャンパス入構制限およ

び教職員の在宅勤務（2020 年 6 月まで）で始まった。このため研究プロジェクトのために雇用を予

定して公募した特任教員（助教）の採用に至らなかった。寄付者の特別なご理解のもとで、研究プ

ロジェクトにリサーチアシスタント（RＡ）を採用することをセンター関係教員で決めて公募し、8

月 1 日付で山口智史（さとし）（大学院教育学研究科博士課程）さんを採用した。とくに学生のう

つ病をはじめとするメンタルヘルス関連症状に関する共著論文もあり、本プロジェクトを補佐する

に適任であった。 

 大学への入構制限のレベルダウンにより大学図書館利用が再開された 6 月半ばから 8 月にかけ、

プロジェクトを統括する立場で、うつ病関連図書リストを作成して学内総合図書館や部局図書館で

リストの図書を閲覧し、本研究プロジェクトにとって、手元においてもっとも有益な図書 5 冊は反

復読書・参考書として購入した。 

 8 月以降は、RA とその指導教員の佐々木司教授（相談支援研究開発センター副センター長兼務）

と一緒に、本年度の研究の進め方を議論し、佐々木教授の提案で、カナダのダルハウジー大学スタ

ン・クッチャー名誉教授（現カナダ上院議員）を中心とする研究者グループの開発した大学生への

メンタルヘルス・リテラシー教育向けの

ガイドブック Transitions Making the 

most of your campus experience 

(https://teenmentalhealth.org/wp-

content/uploads/2019/05/FINAL-

Transitions-MAY-2019-Full-

Online.pdf)から、セクション 3“Mental 

Health/ Stress/ Mental Illness(精神

保健、ストレス、精神疾患)”と、同時

にセクション６‟Getting Help(支援を求

める)”の一部分の試訳をおこない、そ

れから日本の大学や大学生および社会環境に適合する形で、時間をかけて検討、翻案する作業をお

こなった。 

 

このような決定を下した理由は、本研究プロジェクトの目的は、投薬に至らぬ段階で、うつ病や

双極性障害等を予防する支援方法の開発であるからだ。支援方法の開発には、当然ながら、学生へ
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の啓発活動が含まれる。まずは、学生が、①メンタルヘルスの知識を身につけ、②身体的な健康

（睡眠、食生活、適度な運動）の自己管理に努め、③ストレスや精神的な苦痛を軽減する方法を学

び、④抑うつ症や気分障害などの自己診断と抑制法を学習する必要がある。そのうえで、⑤メンタ

ルヘルスの専門家に援助を求める必要があると学生自身あるいは周囲の支援者が判断した時は速や

かに診療を受けるという流れができることがもっとも重要である。臨床心理士や精神科医の受診・

受療が速やかに行われると、精神疾患も薬物療法にまで至らずに、認知療法や認知行動療法

（CBT）、あるいは近年盛んになってきたマインドフルネス療法やアートセラピーや音楽療法などの

芸術療法で疾患から回復できる確率が高くなっている。 

しかしながら、思春期から青年期への成長過程では、②も③も本人自身には思うようにできない

ことがよくあるし、 ③や④では、「反芻」すなわち「うつ的な思考パターン」の繰り返しや、いわ

ゆる「負のスパイラル」に陥りがちである。 

 さらに我が国の社会や家庭環境の特徴でもあり、特に本学の学生には際立った傾向であるが、悩

みや抑うつ状態を家族や友人に相談できずに独りで抱えこむことが多いと、本学相談支援研究開発

センターの教員たちから報告を受けている。センターを受診・受療している学生であっても、ほと

んどがそのことを家族や友人や指導教員に伏せているという。 

 したがって、本研究プロジェクトにとっての課題の一つは、精神的な苦痛や抑うつ症や精神疾患

を抱えた学生を支援へとつなぐアウトリーチ的な手段の開発であろう。「うつ」あるいはそれに類

似する検索語による Web 検索のデータ統計から、うつ病や抑うつ症の現状を推計する定量的な研究

はあるが、これでは検索者本人の特定はできないため、援助につなげるまでに至らない。 

 本研究で作成したうつ病関係の図書リストに限っても、上記の④の関連で、うつ病でないかどう

かを自己診断する簡単な項目（例えば、うつ病をなおす，野村総一郎，講談社現代新書)が掲載さ

れているし、また Web 上には「うつ病チェック」のいろいろなサイトが掲載されている（例えば、

うつ病の症状チェックシート｜うつ病こころとからだ (utsu.ne.jp)）。 

 また、精神科医や臨床心理士など専門家を受診したあとの CBT などの認知行動療法にしても、個

別や集団による療法などいろいろな手法が取り入れられていて、学生個人に適合した療法を選ぶこ

とが大切である。 

 2021 年度には、この研究プロジェクトを専属で担当する特任助教の採用が決定しているため、議

論の広がりや調査検討の深化が見込まれ、支援方法の開発も進捗するものと期待している。次年度

は、上記のガイドブック Transitions. Making the most of your campus experienceの試訳に基

づく翻案・日本語版を、全学生向けの簡便パンフレット等に編集して配布するとともに、相談支援

研究開発センターのホームページに掲載する方法を検討する。それに対する学生の評価反応の追跡

調査については、センター教員に、駒場キャンパス、本郷キャンパスおよび柏キャンパスで開講し

ているオムニバスのメンタルヘルス啓発講義（「ストレス・マネジメント論」など）の履修学生に

アンケートなどを実施していただき、将来、パンフレットや日本語版に改良を加える参考とする。 

 繰り返しになるが、この研究プロジェクトを進展させるには、学生のメンタルヘルス・リテラシ

ーの涵養と、とくに精神障害に悩む学生に疾病認識、「病識」（すなわち、精神障害の存在および疾

病の認識、精神科受療の必要性の認識）を持たせるような支援方法の開発であろう。 

周知のように、うつ病と自殺念慮（希死念慮）とは大変に深い関係があることが指摘されてい
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る。本年度は新型コロナウイルス感染症の拡大によって、例年の傾向に反して、特に若年層の自殺

やうつ病が急増し、その防止が政府の最重要課題とて大きく報道されているため、本研究プロジェ

クトはその抑止に向けても貢献したい。（文責 小佐野重利） 

 

 なお、本年度は、2021 年 2 月 13 日（土）に本研究プロジェクト担当の渡辺慶一郎准教授（精神

科医）の企画・司会でオンライン公開シンポジウムを開催した。うつ病の新しい治療法である D-

MCT(Metacognitive Training for Depression)について、その理論的背景や実践をメンタルヘルス

の専門家を含む一般に向けて紹介する企画である。従来の CBT からドイツで新たに開発されたもの

で、本研究プロジェクトにとっても大変に役立つ内容であった。以下に講演者 2 人（石垣琢麿：東

京大学大学院総合文化研究科，森重さとり：公認心理師・精神保健福祉士・米国認定音楽療法士・

米国 Beck Institute CBT トレーニング修了者）の Zoom での様子を掲載する。 
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Ⅳ.相談支援研究開発センター概要 1.役割と組織 

 

1．現在の役割と使命 

(1)沿革（学生相談ネットワーク本部から相談支援研究開発センターへ） 

本センターの前身である学生相談ネットワーク本部は、全学の各所に点在している学生相談関連のさ

まざまな施設を横断的につなぎ、一般的な相談・診療に加えて、相互の連携を促進する仲介的組織とし

て、2008 年 4 月に総長直下の組織として設立された。その主な業務は、学生の心身の健康維持と予防教

育の推移に努めること、また講義や講習会などを通じて各種の心理教育プログラムを系統的、かつ効率

的に提供することであった。 

学生相談ネットワーク本部は、役員会（学生相談担当理事・副学長が分掌）の下、本部長をチーフと

し、当初は「企画室」「学生相談所（本郷・柏）」「精神保健支援室」「なんでも相談コーナー」が中

核的部門を形成していた。これに、バリアフリー支援室、ハラスメント相談所、国際センター相談室、

駒場学生相談所などの連携部門や協力部門が加わり、全学学生相談連絡会議を組織して全学的な学生相

談関連業務の連携推進をはかる体制を構築した。 

2010 年 3 月に「白金キャンパスなんでも相談室」、10 月に発達障害の支援に特化した「コミュニケー

ション・サポートルーム（本郷・駒場・柏）」が開設された。さらに 2011 年 11 月には「なんでも相談

コーナー柏分室」、2013 年 4 月に「なんでも相談コーナー工学部分室」が開設され、心理職、精神科

医、大学職員から構成される多職種の共同支援体制が各主要キャンパスに構築された。また、2015 年 4

月より学生同士の支え合いと自主的成長を促進するための「ピアサポートルーム」が設置され、2016 年

3 月に柏ピアサポートルームが増設された。 

 

そして、2019 年 10 月 1 日に、学生相談ネットワーク本部は、上記 5室（「学生相談所（本郷・柏）」

「精神保健支援室」「なんでも相談コーナー」「コミュニケーション・サポートルーム」「ピアサポー

トルーム」）を基盤として、グローバルキャンパス推進本部国際化教育支援室において留学生対応を担

当してきた教員を含む、新たな組織として相談支援研究開発センターが発足した。 

 

(2)相談支援研究開発センターの役割 

当センターは、東京大学「学内共同教育研究施設」であり、全学的な視点から本学の研究推進体制を

担う研究組織として位置づけられている。これまで行ってきた本学学生をはじめとする大学構成員のた

めの相談支援の業務もそのまま引き継ぎ、さらに留学生の支援や学生の就労支援・キャリア開発支援を

加えて相談支援活動を拡充展開し、全学的な支援体制のさらなる充実を図ることを目的としている。本

学における多国籍の留学生や性的マイノリティの学生を含めたダイバーシティ対応など、学生の複雑

化・多様化する相談支援ニーズに応えるべく新たな実践開発研究が期待されている。 

 

2．各室の構成と組織 

(1)全体像 
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新センターに、関係の深い部局の長ないしは教員、センター教員からなる運営委員会（教授会相当）

が置かれ、部局横断、学外連携を重視した組織運営を進める。教員人事については、運営委員会内に教

員人事選考会議を設置する。人事にあたっては、各専門分野のバランスを保ち、新センターの機能を維

持・強化できるように配慮する。 

そして、個別課題、予算や共同開催事業など横断的な共通課題に関する連携・協議のために、運営

上、センター長の下に企画会議が設置されている。 

 

 

(2)実践開発部門 

全ての教員がここに所属し、個別支援の実績を大学全体と社会に還元する新たな支援方法の研究開発

を進める。具体的には、個別支援で得られた経験・知識を活かして、①精神障害・発達障害の学生とそ

の関係者への支援方法の総合的改善、②高校-大学-社会の接続を視野に入れた学生成長及びキャリアの

支援、③留学生や性的マイノリティの学生を含むダイバーシティヘの対応と支援等、新たな支援方法の

研究開発を進める。 

なおこれらの成果は、論文化、教科書作成、ならびに授業や講演・啓発活動等を通じ、国内外への発

信を進める。最終的にはすべての成果を総合し、各大学や多様な学生の特徴、教育・研究分野等に応じ

た適切な対応を可能とする新しい体系的支援法を開発し、「学生成長支援学」として体系化する。同学

問の体系化により学生相談・支援の国際的水準向上に貢献することを目指す。 
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(3)相談支援部門（相談業務） 

総合案内を有機的に活用し、個別のニーズに応じた柔軟な相談対応を行い、「学生成長支援学」を実

践する。事例の内容、その深刻度、様々な背景や病理性等を見立て、最も高い効果が期待される支援を

行う。必要に応じて、心理士・精神科医・相談担当職員の多職種による支援チームを編成する。これら

の支援活動を通じて、カウンセリング、メンタルヘルス、キャリア支援、留学生支援の各分野と、総合

窓口であるなんでも相談コーナーのそれぞれの機能を強化する。 

 

①カウンセリング分野 

(i)学生相談所 

主に心理的問題を的確に把握し、その対処を専門のカウンセラーと考えてゆき、より豊かな自己成長

を目指す場所である。困りごとを抱える当事者へのカウンセリングに加えて、家族や友人、研究室の教

職員など学生をとりまく周囲の方への相談支援（コンサルテーション）も行っている。さらに、個別の

相談だけでなく、自己と他者の内的世界の理解を深める目的で多彩なテーマでのグループ活動を提供し

たり、心理臨床に関する知識を分かりやすく提供するセミナーも行っている。 

 

(ii)ピアサポートルーム 

ピアサポートとは、学生生活上で援助を必要としている学生に対し、仲間である学生同士で気軽に相

談に応じ手助けを行う活動である。ピアサポートルームでは、専属のスタッフと予め定められた認定講

習を受けたピアサポーターが中心となって、学生同士の支え合いと自主的成長を促進するために、多彩

な交流促進企画（ピアサポラウンジなど）、メールマガジン発行や学内相談機関ガイド作成などの啓発

活動、その他ストレスチェックやオンラインエクササイズなどを行っている。 

 

②メンタルヘルス分野 

(i)精神保健支援室 

学生をはじめとした大学構成員のこころの健康を増進する部門である。各キャンパス（本郷、駒場、

柏）の保健センター精神科で、看護師や心理士の協力を得て精神的不調の相談や治療、健康診断を行っ

ている。睡眠をはじめとした生活スタイルに関する助言や、薬物療法、臨床心理士・公認心理師による

心理療法などを組み合わせて、またキャンパス内に設置された医療機関のメリットを生かして、メンタ

ルヘルスの向上から精神疾患の早期発見・早期治療と重症化予防を行っている。 

 

(ii)コミュニケーション・サポートルーム 

人付き合いの悩みや神経発達症やその傾向に関する相談を受け付けている。主な神経発達症として、

他者の感情や思考の理解、仲間関係が苦手、興味や関心の幅が狭いなどの特徴がある自閉スペクトラム

症や、多動・衝動性や不注意、実行機能や時間管理などの問題を抱えやすい注意欠如・多動症が挙げら

れるが、診断基準に満たないグレーゾーンも対象にしている。神経発達症は当事者をとりまく周囲の理

解が重要なので、コンサルテーション、修学支援、就労支援を積極的に行っている。 

 

  

	 117	 年報１



③留学生支援分野 

留学生支援室では、本学の留学生が東京大学での生活に慣れ、充実した学生生活を送るための支援を

行っている。家族から離れた異文化での生活、異なるシステムの中で学習・研究活動などに伴う困りご

とに対して、グローバルキャンパス推進本部の職員と共に、出身地域の文化的背景を考慮した個別の支

援や情報提供を実施している。また、日本社会との繋がりを深めることを目的とした各種プログラム

や、日本での就職活動をアシストする取り組みも充実させている。 

 

④キャリア支援分野 

主に高校-大学-社会の接続を視野に入れた学生の成長及びキャリアの支援を行うことが想定されてお

り今後の課題である。 

 

⑤なんでも相談コーナー（総合窓口） 

どんな相談でも予約無しで受け付け、問題解決に向けての提案や学内外の適切な相談施設への案内を

行う総合案内の機能を担っている。相談員は事務職員（あえて専門家を配置せず相談の敷居を低くす

る）、匿名での相談可能といった特徴も生かして、相談自体への抵抗感を減らし、学内の多彩な問題を

把握することも期待されている。心理的な内容や学務上の問題、研究室や職場に関することなど、困り

ごとを抱える当事者への相談支援と、関係する方々のコンサルテーションも行っている。 

 

(4)連携部門と協力部門 

当センターの業務に密接に関連している、駒場学生相談所、進学情報センター、ハラスメント相談所、

バリアフリー支援室、グローバルキャンパス推進本部国際化教育支援室、産業医健康相談窓口を連携部

門としている。 

また、協力部門としては、教育・学生支援部、保健・健康推進本部、各部局の支援担当部署（法学部

学習相談室、工学部学生相談室、理学系研究科理学部学生支援室、経済学研究科経済学部 学生サポー

トルームなど）、環境安全本部、人事部、その他当センターに関係する部などがある。 
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Ⅳ.相談支援研究開発センター概要 2.規則 

 

 

東京大学相談支援研究開発センター関係規則等 

 

令和 3 年 5月 1 日現在 

 

1. 東京大学相談支援研究開発センター規則 

2. 東京大学相談支援研究開発センター運営委員会規則 

3. 東京大学相談支援研究開発センター長候補者選考内規 

4. 東京大学相談支援研究開発センター副センター長選考内規 

5. 東京大学相談支援研究開発センターに置かれる部門内規 

6. 東京大学相談支援研究開発センター企画会議内規 

7. 東京大学相談支援研究開発センター相談支援部門カウンセリング分野（学生相談所）内規 

8. 東京大学相談支援研究開発センター相談支援部門カウンセリング分野（ピアサポートルーム）

内規 

9. 東京大学相談支援研究開発センター相談支援部門メンタルヘルス分野（精神保健支援室）内

規 

10. 東京大学相談支援研究開発センター相談支援部門メンタルヘルス分野（コミュニケーション・

サポートルーム）内規 

11. 東京大学相談支援研究開発センター相談支援部門留学生支援分野内規 

12. 東京大学相談支援研究開発センター相談支援部門総合案内（なんでも相談コーナー）内規 

13. 東京大学相談支援研究開発センター学生等相談連絡会議規則 

14. 東京大学相談支援研究開発センターにおける教員の任期に関する内規 

15. 東京大学相談支援研究開発センター保有個人情報取り扱い内規 

16. 東京大学相談支援研究開発センター相談支援部門カウンセリング分野（学生相談所）保有個

人情報取り扱い内規 

17. 東京大学相談支援研究開発センター相談支援部門メンタルヘルス分野（コミュニケーション・

サポートルーム）保有個人情報取り扱い内規 

18. 東京大学相談支援研究開発センター相談支援部門総合案内（なんでも相談コーナー）保有個

人情報取り扱い内規 

19. 東京大学相談支援研究開発センター教員選考に関する内規 

20. 東京大学相談支援研究開発センター研究倫理小委員会に関する内規 

21. 教員の再任審査委員会に関する内規 
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Ⅳ.相談支援研究開発センター概要 3.構成員 

 

[２０２０年５月１日現在] 

 

センター長＜特任教授＞            松木 則夫 

副センター長（兼）＜教授＞          佐々木 司 

企画会議副議長（兼）＜教授＞         松永 茂樹 

学生相談所 

所長＜准教授＞                高野  明 

講   師                  榎本 眞理子 

助   教                  藤原 祥子 

助   教                  大塚  尚 

助   教                  伊藤 理紗 

学術支援専門職員               山田 恵美子 

学術支援専門職員               首藤 和佳子 

学術支援専門職員               庄山 すわ子 

学術支援専門職員               古川 真由美 

学術支援専門職員               河合 由貴子 

学術支援専門職員               杉村  舞 

事務補佐員                  竹中  香 

事務補佐員                  岩﨑 巳里 

事務補佐員                  佐々木 真紀 

事務補佐員                  中村 彰子 

精神保健支援室（保健センター精神科） 

室長＜准教授＞                渡邉 慶一郎 

副室長＜講師＞                大島 紀人 

助   教                  西村 文親 

助   教                  梶 奈美子 

助   教                  澤田 欣吾 

助   教                  稲井  彩 

コミュニケーション・サポートルーム 

室長＜准教授＞                渡邉 慶一郎 

副室長＜助教＞                川瀬 英理 

特任専門員                  綱島 三恵 

室   員（兼）＜教授＞                    石垣 琢磨 

教務補佐員                  岩崎 沙耶佳 

教務補佐員                  尾崎 友里加 
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技術補佐員                  大島 亜希子 

事務補佐員                  峰本 さやか 

派遣職員                   岸田 由美子 

なんでも相談コーナー 

室   長                  渡邉 雅夫 

相  談  員                                    市川 賀一 

相  談  員                  池田  望 

相  談  員                  上間 よしみ 

ピアサポートルーム 

室長＜准教授＞                高野  明 

副室長＜講師＞                大島 紀人 

特任助教                   横山 孝行 

特任助教                   鬼塚 淳子 

特任助教                   落合 舞子 

事務補佐員                  稲田 幸子 

留学生支援分野 

准 教 授                   大西 晶子 

講  師                                      原田 麻里子 

特任講師                   伊藤 圭子 

寄附プロジェクト 

特任教授                   小佐野 重利 
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Ⅳ.相談支援研究開発センター概要 3.構成員 

 

[２０２１年６月１日現在] 

 

センター長＜特任教授＞            松木 則夫 

副センター長＜教授＞             渡邉 慶一郎 

企画会議副議長（兼）＜教授＞         佐々木 司 

企画会議副議長（兼）＜教授＞         松永 茂樹 

学生相談所 

所長＜准教授＞                高野  明 

講   師                  榎本 眞理子 

助   教                  藤原 祥子 

助   教                  大塚  尚 

助   教                  伊藤 理紗 

特任助教                   横山 孝行 

特任助教                   鬼塚 淳子 

特任助教                   荒井 穂菜美 

特任専門員                  山田 恵美子 

特任専門員                  首藤 和佳子 

特任専門員                  庄山 すわ子 

特任専門員                  古川 真由美 

特任専門員                  河合 由貴子 

特任専門員                  杉村  舞 

事務補佐員                  竹中  香 

事務補佐員                  福井 貴子 

事務補佐員                  佐々木 真紀 

事務補佐員                  中台 恭子 

精神保健支援室（保健センター精神科） 

室長＜講師＞                 大島 紀人 

講   師                  西村 文親 

講   師                  多田 真理子 

助   教                  梶 奈美子 

助   教                  澤田 欣吾 

助   教                  稲井  彩 

コミュニケーション・サポートルーム 

室長＜講師＞                 大島 紀人 

副室長＜助教＞                川瀬 英理 
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特任専門員                  綱島 三恵 

教務補佐員                  岩崎 沙耶佳 

教務補佐員                  尾崎 友里加 

技術補佐員                  大島 亜希子 

事務補佐員                  峰本 さやか 

派遣職員                   岸田 由美子 

総合受付（なんでも相談コーナー） 

教   授                  渡邉 慶一郎 

特任助教                     若杉 美樹 

室   長                  渡邉 雅夫 

相  談  員                  池田  望 

相  談  員                  上間 よしみ 

ピアサポートルーム 

室長＜准教授＞                高野  明 

副室長＜講師＞                榎本 眞理子 

特任助教                   横山 孝行 

特任助教                   鬼塚 淳子 

特任助教                   落合 舞子 

特任助教                   荒井 穂菜美 

事務補佐員                  稲田 幸子 

留学生支援分野 

准 教 授                   大西 晶子 

講  師                                      原田 麻里子 

特任講師                   伊藤 圭子 

寄附プロジェクト 

特任教授                   小佐野 重利 

特任助教                                      北川 裕子 
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Ⅳ.相談支援研究開発センター概要 4.委員・委員会・ワーキンググループ 

[２０２１年９月１日現在] 

委員 

利益相反アドバイザー 松木則夫、渡邉慶一郎、松永茂樹、佐々木司 

東京大学ハラスメント予防担当者 藤原祥子（代表者）、渡邉慶一郎 

 

委員会 

研究倫理小委員会委員 

佐々木司（代表者）、榎本眞理子（～9 月）、大塚尚、多田真理子 

予算委員会 

渡邉慶一郎（代表者）、高野明、大島紀人、小久保裕之（学生相談支援課）、笈田花織（学生相談

支援課）、渡邉雅夫 

 

ワーキンググループ 

年報・紀要 

渡邉慶一郎（代表者）、佐々木司、榎本眞理子、伊藤理紗、横山孝行、澤田欣吾、多田真理子、

川瀬英理、原田麻里子、上間よしみ 

メールマガジン 

大西晶子（代表者）、藤原祥子、荒井穂菜美、落合舞子、大島紀人、稲井彩、若杉美樹、 

小久保裕之（学生相談支援課） 

FD・SD 

高野明（代表者）、大塚尚、鬼塚淳子、梶奈美子、西村文親、綱島三恵、伊藤圭子、池田望、 

渡邉雅夫 

ホームページ改訂 

松木則夫（代表者）、小久保裕之（学生相談支援課） 

on-line 相談システム構築 

渡邉慶一郎（代表者）、高野明、藤原祥子、大西晶子、綱島三恵、澤田欣吾、若杉美樹、 

渡邉雅夫 

集団認知行動療法 

渡邉慶一郎（代表者）、高野明、榎本眞理子、大塚尚、伊藤理紗、横山孝行、荒井穂菜美、 

大島紀人、西村文親、川瀬英理、大西晶子、若杉美樹、佐々木司 

ガイダンス・配布用印刷物 

渡邉慶一郎（代表者）、上間よしみ 

エキスパート・コンセンサス事例研究会 

榎本眞理子、川瀬英理 

相談支援研究・実践開発報告会 

横山孝行、伊藤理紗、澤田欣吾 
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